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　春の足音が聞こえ始めた3月、上之郷の樫井川沿いの堤道には色鮮やかな梅が
咲きほこっていました。梅並木を眺めながら、川沿いを歩いている人た
ちもちらほら。この地域は、泉佐野中央ライオンズクラブが大阪府のア
ドプト・リバー・プログラムで梅の植樹と清掃活動をされています。

このマークの画像に
スマホをかざすと、
動画が見られます！
※詳しくは26ページ

をご覧ください。
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市
内
８
ヵ
所
の
駅
周
辺
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た

問
合
先　
市
民
協
働
課

撮
影
映
像
の
取
扱

◦
防
犯
カ
メ
ラ
の
作
動
・
録
画
は

終
日
（
24
時
間
）
行
い
ま
す
が
、

モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
常
時
監
視
は
行

い
ま
せ
ん
。

◦
映
像
の
保
存
期
間
は
お
お
む
ね

７
日
間
と
し
、
保
存
期
間
終
了
の

映
像
は
、
新
た
な
映
像
を
上
書
き

す
る
方
法
で
自
動
的
に
消
去
し
ま

す
。

◦
撮
影
し
た
映
像
は
、
犯
罪
発
生

の
確
認
お
よ
び
管
理
上
必
要
な
場

合
の
み
利
用
し
、
他
の
目
的
の
た

め
に
利
用
し
ま
せ
ん
。（
犯
罪
捜

泉佐野警察署と
防犯カメラの運用管理に関する協定を締結

　4月1日からの防犯カメラの運用に際し、特に夜間
や休日などで緊急を要する犯罪捜査において、泉佐野
警察署のご支援・ご協力が必要となることから、3月
2日㈪、市役所において「無線通信式防犯カメラの運
用管理に関する協定書」の調印式を行いました。

査
の
た
め
、
警
察
な
ど
か
ら
正
式

な
手
続
き
に
よ
る
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
な
ど
は
除
く
）

◦
防
犯
カ
メ
ラ
に
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
設
定
し
て
い
る
た

め
、
第
三
者
が
映
像
を
入
手
し
た

り
、
取
り
扱
っ
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp://w
w

w
.city.izum

isano.
lg.jp/kakuka/koushitsu/
jichi/m

enu/bouhan/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▲協定書を手にする千代松市長（左）と
泉佐野警察署の村上署長（右）

　
泉
佐
野
市
で
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
犯

罪
の
抑
止
効
果
が
あ
る
無
線
通
信
式
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
を
４
月

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
市
内
８
ヵ
所
の
駅
周
辺
の
照
明
柱
や
電
力

柱
な
ど
に
、
計
48
台
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
よ
り
、
犯
罪
多
発
傾
向
に
あ
る
駅
周
辺
を
犯
罪
が
起
こ

り
に
く
い
環
境
に
整
備
し
、
ま
た
、
犯
罪
が
起
こ
っ
た
場
合
に

犯
人
の
早
期
な
検
挙
が
期
待
で
き
ま
す
。　
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水難救助災害支援車を導入！ ～更なる消防力の強化を図る～
問合先　泉州南消防組合 泉佐野消防署警防第一課

（☎469-0119 Fax460-2119）
　泉州南消防組合 泉佐野消防署では、3月5日か
ら水難救助災害支援車の運用を開始しました。
　この車両は、海・河川・池・ダムなどで発生
した水難事故に対応可能な各種潜水資機材を積
載しています。車内空間が広く、現場に向かう
途中に車内で潜水服（ウェットスーツ・ドライ
スーツ）を着装することができ、車外から潜水
器具を取り出せる上下スライド式扉を装備する
ことで、現場到着から救出までに要する時間を
大幅に短縮できます。また、車両左側には大型
オーニングテントを装備しているため、大規模
災害時には現場の応急救護所などとして活用で
きるほか、NBC災害（放射性物質、生物剤、化
学物質などが関係する災害）などの特殊災害時にも、化学防護服や各種測定器などの専用機材を入れたコンテ
ナ方式の収納ボックスを積み替えるだけで出動できます。
　あらゆる災害現場に最大９人の隊員を搬送でき、より充実した支援活動が可能となりました。

　　　　　　　救急現場や救急車内で行える
救急救命処置の範囲が広がりました

問合先　泉州南広域消防本部 警備課（☎469-0119 Fax460-2119）
　救急救命士法施行規則が改正され、泉州地域では4月から救急現場や救急車内で次の2項目の救急救命処
置が行えるようになりました。
①血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与
　15歳以上の糖尿病治療中、あるいは低血糖発作の既往がある、または低血糖症状としての冷汗や動悸が
認められる患者が対象となります。
②ショック状態の患者への点滴
　血圧が低下しており、心臓が停止する危険性があるショック状態の患者
が対象となります。
　今回の救命処置は、所定の知識を習得し、認定を受けた救急救命士にのみ認
められた行為であり、すべての救急救命士に認められた行為ではありません。
　なお、これらの処置には一定の時間を要するため、病院到着までの時間
が若干延長する場合があります。また、これらの処置は患者本人の同意ま
たは家族などの同意のもとに行われるもので、同意が得られない場合には、
これまでどおりの救急搬送を行います。
※詳しくは泉州南広域消防本部のホームページをご覧ください。（http://
www.senshu-minami119.jp/）

医療機関照会・救急医療相談
救急安心センターおおさか

　☎♯7119
※つながらない場合は

☎06-6582-7119 へ

火災・救急・救助は
～局番なしの☎119番～

携帯電話からも…
局番なしの☎119番

JR
「
東
佐
野
」
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
が

完
成
し
ま
し
た

　
JR
「
東
佐
野
」
駅
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
や
駅

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
お
よ
び
周
辺
道
路
の
整
備
が
完

了
し
ま
し
た
。

　
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
場
の
他
、
緑
地
や
ベ
ン

チ
な
ど
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
道
路
公
園
課



市
民
公
益
活
動
情
報
サ
イ
ト
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

問
合
先　
市
民
協
働
課

　
泉
佐
野
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
積
極

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、広
報
お
よ
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
登
録
し
て
い
る
市
民
公

益
活
動
団
体
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
現
在（
平
成
27
年
２
月
時
点
）、19
の
団
体
が
、

国
際
交
流
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
、
ま
ち
づ
く

り
、
保
健
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
就
労
支
援
、

男
女
共
同
参
画
、
防
犯
、
情
報
化
な
ど
様
々
な

活
動
分
野
に
お
い
て
、
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
に
興
味
が
あ
る
け
ど
、
市

内
に
は
ど
ん
な
団
体
が
あ
る
の
？
」

と
い
う
市
民
の
み
な
さ
ん
。

「
自
分
た
ち
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
し

た
い
」

「
他
の
団
体
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
」

と
い
う
団
体
の
み
な
さ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
公
益
活
動

情
報
サ
イ
ト
」を
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

湊町内会 住みよい町は清掃から
　湊町内会では、従来「クリーン作戦」と称して、各種団体の皆様にご協
力をいただき、奇数月第4日曜日の早朝から、湊町会館ならびに湊町内の
清掃活動を行っています。
　当初、参加者が少なかったため、役員会で対策を検討した結果、
①活動地域を今回は1丁目、次回は2丁目という具合に対象地域を絞って行う。
②町内回覧や掲示板を利用して、町会員に当活動への参加をご案内する。
③各地域の評議員ならびに隣組組長からも参加協力をお願いする。
以上3点を決めて早速実行いたしました。
　当町会では、以前から町会活動にご参加いただく人には「出席簿」にご記名をお願いしておりますが、
そのうちに初参加の人が目立って増えてまいりました。「こういう活動はいつから始めていたのか」という

質問もありました。「町内回覧を見て、今回の清掃活動の対象地
域が、自分の居住地域と重なっていることを知り、清掃活動に参
加することにしました」といった声も聞こえてくるようになりま
した。特に、お子様を伴って家族でご参加いただく人も見受けら
れるようになり、掃除用具のハサミが不足する事態となり、役員
一同大変喜んでおります。もちろん、早速追加購入いたしました。
　これまでご参加いただいた皆様のご協力に感謝するとともに、
今後も引き続き、当町会を盛り立てていただきますよう、お願い
申し上げます。

問合先　市民協働課

町会・自治会に加入しましょう
　泉佐野市には、81の町会・自治会があります。
　町会・自治会は、お互いに助け合いながら、身近な環境をよくする
ために、地域住民のみなさんが自主的に運営している組織です。
　町会・自治会の行う住みよいまちづくりに、ぜひ参加してください。
町会・自治会の主な活動
①町内および市政情報の提供
②自主防災・互助活動
③地域の安全を守る活動
④環境美化活動
⑤福祉・文化・交流活動
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　みなさん、こんにちは。モンゴル出身のドルゴンと申しま
す。私は2014年4月から国際交流員として、泉佐野市役所に
勤務しています。2013年7月27日に泉佐野市とモンゴル・トゥ
ブ県との友好交流調印式が行われ、覚書に基づき両市・県の
友好交流が始まり、トゥブ県からの派遣で私はこうやって泉
佐野市役所で働いています。
　現在は、市と県との間の中学生交流事業などの調整、訪問
団の通訳、市内小中学校でモンゴルについての出前授業などを担当しています。
　私は小学1〜2年生の頃、両親の仕事の関係で日本に住んでいました。その時、日本の大相撲に興味
を持ち、モンゴルに戻っても、ずっと相撲を見続け日本語を勉強していました。いつかは日本に住む
という気持ちを持ち続けたまま…。いままでアメリカに2年、シンガポールに2年住むという経験があ
りますが、この国々に住んでいた時もやはり私自身、日本語は非常に役に立っていました。
　子どものころの日本という国に対する印象が強いのか、最終的にはこの日本という国で働き、モン
ゴルと日本の架橋になって頑張りたいと思っています。
　これからも両市・県の交流のためにできるだけのことをやっていきたいと思います。みなさん、ど
うぞよろしくお願いします。

第
２
回 

泉
佐
野
と
し
ょ
か
ん
川
柳 

最
優
秀
作
品
発
表
！

　
「
泉
佐
野
と
し
ょ
か
ん
川
柳
」
は
、
本
や
図
書
館
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
昨
年
12
月
２
日
～
１
月
31
日
に
募
集
し
ま
し
た
。
日
本
各
地
か
ら
84
人
、

２
４
７
句
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
作
品
の

ほ
か
入
選
作
を
10
句
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
優
秀
作
・
入
選
作
は
、
市
内
図
書
館
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://library.city.izum
isano.lg.jp/

）
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館

（
☎
４
６
９・７
１
３
０
）

気
の
強
い
　
母
を
泣
か
せ
た
　
凄
い
本

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
渡
辺
晶
子
さ
ん
）

最
優
秀
作
品

統一地方選挙が行われます
　〜さあ投票 

選挙の主役は あなたです〜　
　問合先　　　　　　　　

選挙管理委員会事務局

4月12日㈰　府議会議員選挙の投票日
4月26日㈰　市長選挙の投票日

▲選挙のめいすいくん

◀
小
学
校
で
の
出
前
授
業
の
よ
う
す ▲首都ウランバートルを取り囲む位置に

あるトゥブ県。県庁所在地はゾーンモド



問合先　新関西国際空港㈱ 広報グループ（☎455-2201）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

■関西国際空港のフライトがますます充実！
　関西国際空港
から韓国へのフ
ライトが増便し、
ますます便利に
なります。
　4月3日㈮より、チェジュ航空（7C）が関西＝釜山線を
週14便で新規就航します。チェジュ航空は2005年に韓国
で設立されたローコストキャリア（LCC）であり、ソウル

（仁川）、チェジュを拠点に東南アジアへ展開しております。
この度の釜山線就航により、チェジュ航空の関西空港での
就航便数は計週28便となり、既存便であるソウル便と合
わせてご利用いただくことで、韓国内の周遊も可能となり、
旅行の利便性がますます高まります。

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

4

安
ま
ち
メ
ー
ル
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
安
ま
ち
メ
ー
ル
は
、
ひ
っ
た
く
り

や
子
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
、
女
性

に
対
す
る
性
犯
罪
情
報
を
警
察
署
か

ら
電
子
メ
ー
ル
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
お

知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
配
信
種
別
や
受
信
時
間
、
受
信
地

区
を
設
定
で
き
ま
す
。（
登
録
料
は

無
料
で
す
が
、
通
信
料
は
利
用
者
負

担
と
な
り
ま
す
。）

　
み
な
さ
ん
も
安
ま
ち
メ
ー
ル
を
活

用
し
て
、上
手
に
防
犯
し
ま
せ
ん
か
？

※
登
録
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.info.police.pref.osaka.

jp/userM
enu.do

）
か
ら

問
合
先

大
阪
府
警
察
本
部
府
民
安
全
対
策
課

（
☎
06
・
６
９
４
３・１
２
３
４
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

問
合
先　
道
路
公
園
課

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

日　時 場　所
4月13日㈪ 午後7時〜8時 熊取町町民会館ホール

15日㈬ 午後7時〜8時 熊取町町民会館ホール

17日㈮ 午後7時〜8時 レイクアルスタープラザ・
カワサキ生涯学習センター

21日㈫ 午後7時〜8時 北部市民交流センター本館

22日㈬ 午後7時〜8時 レイクアルスタープラザ・
カワサキ生涯学習センター

23日㈭ 午後1時30分
〜2時30分

レイクアルスタープラザ・
カワサキ生涯学習センター

24日㈮ 午後7時〜8時 田尻町立公民館

平
成
27
年
度 

就
学
援
助
制
度

　
小
・
中
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な

費
用
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
そ
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象　
市
内
小
・
中
学
校
に
就
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
諸
事

情
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
、
経
済

状
態
が
生
活
保
護
基
準
に
準
ず
る
程

度
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

申
請
・
問
合
先　
４
月
に
学
校
で
配

付
す
る
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
５
月

29
日
㈮
（
郵
送
の
場
合
は
５
月
31
日

㈰
の
消
印
有
効
）
ま
で
に
直
接
ま
た

は
郵
送
で
〠
５
９
８・８
５
５
０ 

泉

佐
野
市
役
所 

学
校
教
育
課
へ

※
期
日
を
過
ぎ
る
と
、
援
助
の
対
象

は
申
請
し
た
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

市
有
功
者
表
彰

　
３
月
３
日
、
市
有
功
者
表
彰
条
例

に
基
づ
き
、
８
年
以
上
市
議
会
議
員

を
つ
と
め
、
市
の
発
展
に
功
労
の

あ
っ
た
次
の
人
が
市
有
功
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◦
新
田
輝
彦
（
現
市
議
会
議
員
）

◦
向
江
英
雄
（
現
市
議
会
議
員
）

◦
野
口
新
一
（
現
市
議
会
議
員
）

◦
辻
中　
隆
（
現
市
議
会
議
員
）

問
合
先　
秘
書
課

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

眼
科
外
来
を
休
診
し
ま
す

　
眼
科
医
師
の
退
職
に
よ
り
、
４
月

１
日
か
ら
眼
科
外
来
診
察
は
休
診
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
患
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
９・３
１
１
１
） 
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　　定住・移住促進のための
住宅総合助成事業などを開始

住宅総合助成事業とは…
◦個人が、市内で住宅を建て替える場合
や新築住宅を購入する場合、空き家バン
ク（＊）に登録された中古住宅を購入する
場合に、所有権や住宅ローンの抵当権に
かかる登記費用と引っ越し費用を助成（最大30万円）
◦空き家バンクに登録された中古住宅の賃貸は、引っ
越し費用のみ助成（最大10万円）
※５月１日以降の契約分から申請できます。
問合先　都市計画課
※詳しくは問い合わせてください。

ご
み
の
直
接
搬
入

２
ｔ
以
上
の
車
両
で
の
搬
入
は

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を

　
環
境
衛
生
課
で
廃
棄
物
搬
入
証
明

書
の
発
行
を
受
け
た
人
は
、
ご
み
を

自
分
で
焼
却
場
（
泉
佐
野
市
田
尻
町

清
掃
施
設
組
合
第
二
事
業
所
）
に
直

接
持
ち
込
ん
で
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
市
外
で
発
生
し
た
ご
み

や
産
業
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
適
正
な
廃
棄
物
処
理
を
継
続
し
て

い
く
た
め
、
２
ｔ
以
上
の
車
両
を
使

う
場
合
は
、
４
月
か
ら
廃
棄
物
搬
入

証
明
書
発
行
の
際
、
車
両
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

（
泉
佐
野
市
安
心
生
活
創
造
推
進
事
業
）

社
協
有
償
協
力
員
派
遣
事
業

を
始
め
ま
す

　
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
支
援
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
を
有
償
で
お
手
伝
い
す
る

事
業
で
す
。
会
員
募
集
中
！

支
援
の
内
容

専
門
的
技
術
を
要
し
な
い
家
事
援
助

や
外
出
支
援
な
ど
の
助
け
合
い
活
動

※
利
用
申
込
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、

協
力
会
員
と
の
調
整
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
協
力
会
員
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
利
用
い
た
だ

け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
調
査

　
泉
州
南
消
防
組
合
で
は
、
総
務
省

消
防
庁
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
間　
４
月
20
日
㈪
〜
５
月
20
日
㈬

方
法　
無
作
為
抽
出
に
よ
り
約
１
０

０
件
の
住
宅
を
消
防
職
員
が
訪
問

し
、
設
置
状
況
を
聞
き
取
り
ま
す
。

※
消
防
職
員
は
、
必
ず
身
分
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
消
火
器
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課

（
☎
４
６
９・０
８
８
６ 

Fax
４
６
０
・

２
１
１
９
）

平
成
26
年
中
の

火
災
・
救
急
・
救
助
の
概
況

　
泉
州
南
消
防
組
合
管
内
（
泉
佐
野

市
）
に
お
け
る
火
災
・
救
急
・
救
助

の
概
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
火
災
】

◦
火
災
件
数
…
19
件

◦
火
災
種
別　
建
物
火
災
…
14
件
、

車
両
火
災
…
３
件 

ほ
か

◦
死
者
１
人
、
負
傷
者
３
人

◦
お
も
な
火
災
原
因　
た
ば
こ
…
４

件
、
配
線
器
具
…
２
件 

ほ
か

【
救
急
】

◦
救
急
出
動
件
数
…
５
，
９
９
１
件

◦
事
故
種
別　
急
病
人
…
３
，
８
５

６
件
、
一
般
負
傷
…
８
７
３
件 

ほ
か

◦
救
急
搬
送
人
員
５
，
６
５
６
人

【
救
助
】

◦
救
助
出
動
件
数
…
83
件

◦
事
故
種
別　
建
物
事
故
…
30
件
、

交
通
事
故
…
19
件
、
水
難
事
故
…
10

件 

ほ
か

◦
救
助
人
員
39
人
（
建
物
事
故
19
人
、

交
通
事
故
５
人
、
水
難
事
故
４
人 

ほ

か
）

問
合
先

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

警
備
課

（
☎
４
６
２・
１
０

８
０ 

Fax
４
６
０
・

２
１
１
９)

【
利
用
会
員
（
支
援
を
受
け
る
人
）】

◦
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

◦
障
害
者
・
児

◦
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭

◦
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
い
る
家
庭

◦
そ
の
他
、
支
援
が
必
要
な
人

年
会
費　
５
０
０
円

利
用
料　
１
時
間
８
５
０
円

【
協
力
会
員

（
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
人
）】

20
歳
以
上
で
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

年
会
費　
１
，
０
０
０
円

謝
礼　
１
時
間
７
５
０
円

申
込
・
問
合
先　
泉
佐
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
４
６
４・２
２
５
９
）

（＊）空き家バンク…空き家（戸建住宅）の市場に
おける流通を促進するため、良質な空き家を市の
台帳に登録し、ホームページに掲載します。
※登録できる物件は、建築基準法の規定による確認
済証があるものに限ります。（４月１日から登録受付
を開始します。）



 　

税問
合
先　

税
務
課

固
定
資
産
税

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家

屋
）
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

　
昨
年
中
に
土
地
や
建
物
に
異
動（
売

買
・
贈
与
・
相
続
・
分
筆
・
地
目
変

更・建
物
の
取
り
壊
し
な
ど
）が
あ
っ

た
人
は
、
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
利
用

し
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
広
報
３
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
不
服
審
査
申
出

　
固
定
資
産
税
課
税
の
価
格
（
評
価

額
）
に
関
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は

審
査
申
出
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
地
方
税
法
に
定
め

ら
れ
た
基
準
年
度
に
あ
た
る
た
め
、

固
定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
に
関

し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
が

で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
公
示
日
（
４
月
１
日
㈬

予
定
）
以
降
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
60
日
以
内

申
出
先

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

（
総
合
行
政
委
員
会
内
）

■
低
所
得
者
世
帯
へ
の
固
定
資
産
税

の
減
免
制
度　
※
要
申
請

　
低
所
得
者
世
帯
に
対
し
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
高
齢
な
ど
で
収
入
が
少
な
い
次
の

対
象
者
が
所
有
す
る
居
住
用
資
産
の

う
ち
、一
定
要
件
の
範
囲
で
、土
地・

家
屋
の
税
額
を
２
分
の
１
減
免
し
ま

す
。

対
象

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
所
有
者

◦
本
人
が
65
歳
以
上
・
重
度
の
障
害

を
有
す
る
・
寡
婦
・
寡
夫
の
い
ず
れ
か

◦
本
人
お
よ
び
生
計
を
一
に
す
る
人

全
員
の
所
得
が
、
市
民
税
均
等
割
非

課
税
限
度
額
以
下
の
所
得
で
あ
る

◦
本
人
が
居
住
し
て
い
る
資
産
以
外

に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
な
い

◦
家
屋
の
延
べ
床
面
積
が
１
２
０
㎡

以
下

◦
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
（
都

市
計
画
税
含
む
）
の
年
税
額
が
10
万

円
以
下

必
要
な
も
の　
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
、
印
鑑

申
請　
納
期
限
の
７
日
前
（
平
成
27

年
度
１
期
分
か
ら
申
請
の
場
合
は
５

月
25
日
㈪
）
ま
で
に
税
務
課
へ

※
納
税
が
困
難
な
世
帯
の
負
担
軽
減

と
い
う
主
旨
か
ら
、
す
で
に
納
付
済

の
税
額
に
つ
い
て
は
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

法
人
市
民
税
に
係
る
開
設
届
を

　
法
人
市
民
税
と
は
、
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
ま
た
は
寮
な
ど
が
あ
る

法
人
な
ど
（
株
式
会
社
、
有
限
会
社

な
ど
）
が
納
め
る
税
金
で
す
。
市
内

に
新
し
く
会
社
を
設
立
し
た
と
き
、

事
務
所
な
ど
を
開
設
し
た
と
き
は
そ

の
旨
の
申
告
が
必
要
で
す
。（
税
務

署
お
よ
び
府
税
事
務
所
へ
の
提
出
と

は
別
に
申
告
が
必
要
）

　
法
人
市
民
税
に
は
、
国
税
の
法
人

税
額
を
課
税
標
準
と
す
る
法
人
税
割

額
と
、
資
本
金
等
の
額
と
市
内
の
従

業
者
数
に
よ
り
負
担
し
て
い
た
だ
く

均
等
割
額
と
が
あ
り
、
事
業
年
度
終

了
の
日
の
翌
日
か
ら
2
ヵ
月
以
内

に
、
申
告
書
を
税
務
課
へ
提
出
す
る

と
と
も
に
、
法
人
税
割
額
と
均
等
割

額
と
の
合
計
額
を
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

運
営
業
務
受
託
者
募
集

　
７
月
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
（「
子
育
て
を

手
伝
っ
て
ほ
し
い
人
」
と
「
子
育
て

の
手
助
け
が
で
き
る
人
」
か
ら
な
る

会
員
組
織
を
設
立
し
、
会
員
間
の
援

助
活
動
の
調
整
を
行
う
事
業
）
の
運

営
を
行
う
受
託
者
を
募
集
し
ま
す
。

主
な
業
務

◦
会
員
の
募
集
、
登
録
そ
の
他
の
会

員
組
織
業
務

◦
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
や
、
保
育

施
設
の
保
育
開
始
前
や
終
了
後
の
子

ど
も
の
預
か
り
な
ど
、
相
互
援
助
活

動
の
実
施

◦
会
員
に
対
す
る
講
習
会
や
交
流
会

の
開
催　
な
ど

応
募
資
格　
市
内
に
所
在
地
が
あ
り
、

子
育
て
支
援
活
動
の
実
績
が
あ
る
社

会
福
祉
法
人
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

選
考
方
法　
提
出
さ
れ
た
書
類
な
ど

に
基
づ
き
、審
査・選
定
を
行
い
ま
す
。

募
集
要
項
配
布　
４
月
20
日
㈪
～
30

日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
子
育
て

支
援
課
で

申
込
・
問
合
先　
５
月
11
日
㈪
～
20
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
除
く
）
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
子
育
て
支
援
課
へ

※
電
話
、
郵
送
で
の
申
込
不
可

市
営
屋
外
プ
ー
ル

指
定
管
理
者
募
集

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
の
市
営
屋
外

プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。

主
な
業
務　
市
営
屋
外
プ
ー
ル
（
日

根
野
・
北
中
・
長
南
中
学
校
・
新
池
）

の
入
場
者
管
理
や
施
設
の
利
用
許

可
、
利
用
受
付
、
プ
ー
ル
監
視
な
ど

の
運
営
、
施
設
の
維
持
管
理 

ほ
か

募
集
要
項
配
布　
４
月
９
日
㈭
～
15

日
㈬
（
月
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
市
民
総
合
体
育
館
内
）
で

申
込
・
問
合
先　
４
月
28
日
㈫
～
５

月
１
日
㈮
（
月
曜
日
、
祝
日
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
（
市
民
総
合
体
育
館
内 

☎
４
６
２・２
０
０
０
）
へ

※
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
city.izum

isano.lg.jp/kakuka/
kyoiku/sports/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

広報いずみさの 平成27年4月号 8
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

◦
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
（
保
険
料
…
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
２
８
、
健
康

診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
…
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

◦
国
保
年
金
課

国
民
年
金

問
合
先　

国
保
年
金
課

学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
学
生
に
、
納
付
を
猶
予
し
ま
す
。

※
過
去
２
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
で
き
ま
す
。

対
象　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、専
門
学
校
、専
修
学

校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
で
、本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下（
単
身

の
場
合
１
１
８
万
円
な
ど
）
の
学
生

※
い
ず
れ
も
夜
間
部
・
定
時
制
・
通

信
教
育
課
程
含
む

申
請　
国
保
年
金
課

審
査
・
決
定　
日
本
年
金
機
構

■
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

◦
期
間
中
に
障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮

の
事
態
に
な
っ
た
と
き
に
、
受
給
資

格
が
あ
れ
ば
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
（
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
）。

◦
期
間
中
の
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、

承
認
を
受
け
た
月
か
ら
10
年
以
内
で

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

が
「
月
額
１
５
，
５
９
０
円
」
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

あ
れ
ば
追
納
（
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
）
が
で
き
ま
す
。

※
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
は
お
早
め
に

対
象
期
間　
４
月
分
～
来
年
３
月
分

必
要
な
も
の　
年
金
手
帳
、
学
生
証

な
ど
学
生
で
あ
る
証
明
、
印
鑑
（
本

人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

※
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

在
住
で
な
い
場
合
は
、
前
年
所
得
を

証
明
す
る
も
の
（
課
税
証
明
書
な
ど
）

も
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
前
年
度
承
認
を
受
け
、

今
年
度
も
在
学
中
の
人
の
申
請

　
承
認
に
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

が
、
前
年
度
承
認
を
受
け
４
月
以
降
も

在
学
予
定
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ

ガ
キ
形
式
の
「
国
民
年
金
保
険
料
学

生
納
付
特
例
申
請
書
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
在
学
中
の
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
れ

ば
、
市
役
所
で
の
申
請
は
不
要
で
す
。

【
従
来
ど
お
り
の
申
請
が
必
要
な
人
】

◦
在
学
中
の
学
校
な
ど
が
変
わ
っ
た

◦
前
年
中
は
一
定
額
以
上
の
所
得
が

あ
っ
た
が
、
今
は
な
い

◦
申
請
書
が
届
か
な
か
っ
た

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度 

保
険
料

◦
被
保
険
者
均
等
割
額

…
５
２
，
６
０
７
円

◦
所
得
割
率
…
10.

41
％

◦
限
度
額
…
57
万
円

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
被
保
険
者
に
健
康
診
査
を
無
料
で

受
診
で
き
る
受
診
券
を
４
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
に
新
た
に
75
歳
に
な
る

所得の判定区分 軽減
割合

軽減後の被保険者
均等割額（年額）

①下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被保険者
全員の各所得が0円であるとき（ただし、公的年金等控除額は
80万円として計算する）

9割 5,260円

②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、
基礎控除額（33万円）を超えないとき 8.5割 7,891円

③世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が【基
礎控除額（33万円）＋26万円×被保険者の数】を超えないとき 5割 26,303円

④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が【基
礎控除額（33万円）＋47万円×被保険者の数】を超えないとき 2割 42,085円

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

　
被
保
険
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
た
と
き
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。（
年
度
中
に
１
回
の
み
）

助
成
上
限
額　
２
６
，
０
０
０
円

必
要
な
物　
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
、

検
査
結
果
通
知
書
な
ど
、
被
保
険
者

証
、
振
込
口
座
（
通
帳
な
ど
）、
印
鑑

申
請　
国
保
年
金
課

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
は
申

請
ま
で
、
領
収
書
な
ど
を
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
（
５
２
，

６
０
７
円
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
基
礎
控
除
額
等
の
数
値
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
税
法
改
正
な
ど
に
よ
っ

て
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
と
き
の
総
所
得
金
額
等
に

は
、
専
従
者
控
除
、
譲
渡
所
得
の
特

別
控
除
の
税
法
上
の
規
定
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
当
分
の

間
、
年
金
収
入
に
つ
き
公
的
年
金
等

控
除
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人
に
つ

い
て
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

金
額
か
ら
15
万
円
を
控
除
し
て
軽
減

判
定
し
ま
す
。

　
世
帯
主
が
被
保
険
者
で
な
い
場
合

被
保
険
者
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
に

送
付
し
ま
す
。

受
診
回
数　
受
診
券
に
記
載
す
る
期

限
ま
で
に
１
回

持
ち
物　
受
診
券
、
被
保
険
者
証

受
診
場
所
・
申
込　
指
定
医
療
機
関

■
次
の
被
保
険
者
に
は
、
健
康
診
査

受
診
券
を
送
付
し
ま
せ
ん

◦
病
院
や
診
療
所
に
６
ヵ
月
以
上
継

続
し
て
入
院
し
て
い
る

◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に
入
所
ま
た

は
入
居
し
て
い
る

※
退
院
や
退
所
な
ど
状
況
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
受
診
券
を
発
行
で
き
ま

す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

で
も
、
そ
の
世
帯
主
の
所
得
が
軽
減

判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。



介
護
保
険

問
合
先　

高
齢
介
護
課

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

（
平
成
27
年
度 

仮
決
定
）

■
普
通
徴
収

  

普
通
徴
収
（
納
付
書
で
の
納
付
や

口
座
振
替
）で
納
付
し
て
い
る
人
に
、

6
月
分
ま
で
の
保
険
料
額
を
記
載
し

た
介
護
保
険
料
仮
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
人
（
昭

和
25
年
３
月
２
日
～
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
、
今
年
３
月
に
転
入
し
た
65

歳
以
上
の
人
）
に
は
、
平
成
26
年
度

分
の
保
険
料
納
入
通
知
書
な
ど
も
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
は
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
】

　
毎
月
25
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）
に
、
指
定
の
口

座
か
ら
保
険
料
を
振
り
替
え
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
徴
収

　
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
徴
収
）
で

納
付
し
て
い
る
人
は
、
４
月
・
６
月

に
２
月
の
納
付
保
険
料
額
と
同
額
を

徴
収
し
ま
す
。

　
新
た
に
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る

お
む
つ
を
使
用
す
る
高
齢
者
に

市
指
定
ご
み
袋
を
給
付
し
ま
す

　
対
象
者
に
市
指
定
の
ご
み
袋
を
給

付
し
ま
す
。
希
望
す
る
対
象
者
は
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象　
要
支
援
・
要
介
護
の
介
護
認

定
を
受
け
、
在
宅
で
終
日
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
人

申
込　
高
齢
介
護
課

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

～
平
成
27
年
４
月
改
正
分
～

■
介
護
報
酬
が
改
定

　
国
の
介
護
報
酬
の
見
直
し
に
伴
い
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

人
は
利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
事
業
で
は
事
業
の
財
源

の
半
分
を
40
歳
以
上
の
人
の
介
護
保

険
料
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

負
担
割
合
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま

す
。
さ
ら
に
３
年
に
１
度
の
見
直
し

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

を
策
定

計
画
期
間　
平
成
27
～
29
年
度

内
容　
高
齢
者
に
関
す
る
保
健
・
福

祉
施
策
お
よ
び
介
護
保
健
事
業
に
つ

い
て

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://w
w

w
.city.izum

isano.lg.
jp/kakuka/kenkou/kaigo/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保

険
料
が
算
定
し
な
お
さ
れ
ま
す
。

（
詳
し
く
は
広
報
５
月
号
に
掲
載
予
定
）

◦
65
歳
以
上
の
人

変
更
前
…
21
％
→
変
更
後
…
22
％

◦
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
人

変
更
前
…
29
％
→
変
更
後
…
28
％

■
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
の
入
所
基
準
が
変
わ

り
ま
す

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）へ
の
新
規
入
所
者
は
、

原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の
人
と

な
り
ま
す
。

※
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

入
所
者
生
活
介
護
を
利
用
す
る
場
合

も
、
新
規
入
所
は
原
則
要
介
護
３
以

上
と
な
り
ま
す
。

人
に
は
、
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
開
始
月
や
保
険

料
額
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
料
は

７
月
に
決
定
し
ま
す

　
平
成
27
年
度
の
確
定
し
た
保
険
料

額
は
、
被
保
険
者
本
人
の
平
成
26
年

中
の
合
計
所
得
額
な
ど
を
も
と
に
７

月
に
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
第
６
期
介
護
保

険
計
画
の
初
年
度
と
な
り
、
介
護
保

険
料
の
算
出
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
７
月
に
送
付
す
る
通
知

書
に
同
封
す
る
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

広
　
告
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学 校 園 紹 介

　本校では多くの生徒が入部し、放課後、元気に楽
しく活動しています。その中で得られる仲間とのふ
れあい、対外試合・発表会での緊張感は、教科学習
では得られない貴重なものです。この体験は、目に
見えない財産として身に付き、将来、きっとプラス
になるものと信じています。新入生には自分にあっ
た部活動を見つけて、ぜひ入部してもらいたいと思
います。　昨年度は野球部が大阪大会優勝・近畿大
会出場、陸上部は個人が近畿大会・全国大会へ出場し、
活躍しました。

問合先
学校教育課

　日新小学校では目指す子ども像を次のように設定
し、保護者のみなさんや地域の人と連携しながら、日々
の教育活動を推進しています。その取組の一部を紹介
します。
①あいさつができる子ども
②しっかり学ぶ子ども
③たくましい心と身体を持った子ども
④自分とともに人も大切にする子ども

【朝のあいさつ運動】
　児童委員会が校門や玄関に立って「朝のあいさつ運
動」を展開しています。元気よくあいさつを返してく
れる子ども、恥ずかしげに口だけが動いている子ども
など様々ですが、今後も運動を継続して、全校児童が
しっかりあいさつができるようにしていきます。

【ドッジボール・かけ足・なわとび】
　本校では時期に応じて、ドッジ
ボール大会、かけ足大会、なわと
び大会を実施し、健康な身体づく
り、体力づくりに取り組んでいま
す。また、大会に向けた練習を通

じてクラスの団結力が高められています。昨年度は
ドッジボール大会で優勝した6年生のクラスが、「お
おさか子どもドッジボール大会」に学校代表として出
場し、見事2位に入賞しました。

【友愛訪問活動】
　地区の福祉委員さんとともに、6年児童が一人暮ら
し高齢者宅を訪問して誕生月をお祝いする「友愛訪問
活動」は、本校の大切な取組です。高齢者からかけら
れる温かい言葉や優しい笑顔から、ボランティア精神
が育成されるだけでなく、自己有用感を育てることに
もつながっています。「花いっぱい運動」や「ユニセ
フバザー」などの活動も引き続き取り組んでいきます。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
安
全
対
策
と

し
て
、
不
審
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
の
全
小
学
校
と
全
こ
ど
も

園
に
受
付
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
受

付
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
登
校
・

登
園
後
に
は
閉
門
し
、
通
用
口
の
限

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
メ

ラ
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
全
小
中

学
校
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
来
校
さ

れ
る
人
に
は
受
付
名
簿
に
記
名
し

て
い
た
だ
き
、
来
訪
者
プ
レ
ー
ト
を

着
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
を
配
置

し
、
す
べ
て
の
小
学
校
に
対
す
る
巡

回
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
者
情
報
の
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
学
校
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
審
者
情
報
に
つ
い
て
は

メ
ー
ル
を
配
信
す
る
と
と
も
に
、
各

校
園
だ
け
で
は
な
く
関
係
機
関
に

も
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
信
し
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
、
市
内
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
た
り
、
教
育
委
員
会
で
も
独
自

に
安
全
対
策
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
と
の
連
携
も
不
可

欠
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
民
生
委
員
・
児

仲間とふれあうクラブ活動
〜佐野中学校～

「たくましい心と身体を持った子ども」を目指して
～日新小学校～

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
対
策

童
委
員
、
福
祉
委
員
、
青
少
年
指

導
員
、
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
見
守
り
活

動
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
下
校

時
の
付
添
や
巡
回
、「
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
安

全
安
心
な
町
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
学
校
安
全
指
導
計
画

を
作
成
し
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。
地
震
・
火
災
な
ど

の
災
害
発
生
時
や
不
審
者
侵
入
時
の

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
の
不
審
者
対
策
の
避
難

訓
練
は
、
警
察
に
来
て
も
ら
い
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。
教
室
に
不
審
者

が
侵
入
し
た
場
面
を
想
定
し
、
教
室

か
ら
の
避
難
の
方
法
や
周
辺
の
学
級

の
子
ど
も
の
避
難
・
職
員
室
へ
の
緊

急
連
絡
・
職
員
に
よ
る
不
審
者
へ
の

対
応
な
ど
緊
急
時
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
期
末
に
は
、
教
育
委
員
会
・
学

校
・
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、「
子

ど
も
安
全
対
策
会
議
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
不
審
者
の
情
報
共
有
や
取

組
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

不
審
者
へ
の
抑
止
に
つ
な
が
る
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と

を
推
進
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

体育部 文化部 同好会男子 女子 男女
野球 ソフトボール バスケット 手芸 競技カルタ

サッカー バレーボール テニス 美術
卓球 バドミントン 陸上 演劇

柔道 パソコン
吹奏楽



人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

 学
がっ

級
きゅう

生
せい

募
ぼ

集
しゅう

！
　識

しき
字
じ

教
きょう

室
しつ

を開
かい

催
さい

しています。参
さん

加
か

希
き

望
ぼう

者
しゃ

は、気
き

軽
がる

に電
でん

話
わ

してください。
◦生

しょう
涯
がい

学
がく

習
しゅう

課
か

(レイクアルスタープラ
ザ・カワサキ生

しょう
涯
がい

学
がく

習
しゅう

センター内
ない

）
☎469-7120 Fax469-7121
◦鶴

つる
原
はら

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

（北
ほく

部
ぶ

市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

セン
ター 本

ほん
館
かん

）下
しも

瓦
かわら

屋
や

222-1 ☎464-57
25 Fax469-2284
◦樫

かし
井
い

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

（南
なん

部
ぶ

市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

セン
ター 本

ほん
館
かん

および長
ちょう

寿
じゅ

園
えん

）南
みなみ

中
なか

樫
かし

井
い

476-2 ☎466-1641 Fax466-4744
◦下

しも
瓦
かわら

屋
や

識
しき

字
じ

教
きょう

室
しつ

（問
と

い合
あ

わせは生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

課
か

へ）

受
け
よ
う
！
が
ん
検
診

　
〜
６
月
実
施
分
の
受
付
〜

申
込
・
問
合
先　
４
月
15
日
㈬
以
降
に

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３

・
６
０
０
１
）
へ
（
定
員
制
・
先
着
順
）

※
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
の
み
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
Fax
４
６
１・４
５
７
１
）で
の
申
込
可

【
胃
が
ん
検
診
】

内
容　
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

対
象　
40
歳
以
上

料
金　
６
０
０
円

【
大
腸
が
ん
検
診
】

内
容　
便
潜
血
検
査

対
象　
40
歳
以
上

料
金　
無
料

【
結
核
・
肺
が
ん
検
診
】

内
容　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
　
　
喀
痰
細
胞
診（
対
象
者
の
み
）

対
象　
40
歳
以
上

料
金　
無
料

※
喀
痰
細
胞
診
受
診
者
は
３
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

◦
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
エ
ッ
ク

ス
線
検
査
）
と
視
触
診

対
象　
40
歳
以
上
の
女
性

料
金　
１
，
１
０
０
円

◦
視
触
診
の
み

対
象　
30
〜
39
歳
の
女
性

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

記
念
品
交
換
は
今
月
末
ま
で

　
20
歳
以
上
の
人
で
、
健
康
講
座
を

受
け
た
り
、
個
人
で
立
て
た
健
康
目

標
を
実
践
し
た
り
、
が
ん
検
診
と
特

定
健
診
〔
40
歳
以
上
の
人
は
、
こ
の

２
つ
の
健
（
検
）
診
が
必
須
〕
を
受

け
て
50
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
た
り
し
た

人
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
持
っ
て

保
健
セ
ン
タ
ー
か
国
保
年
金
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
分
の
記
念
品
を
交
換

さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
２
万
円
相
当

の
特
別
記
念
品
が
５
人
に
当
た
り
ま

す
。
当
選
さ
れ
た
人
に
は
５
月
末
日

ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

交
換
期
限　
４
月
30
日
㈭
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
除
く
午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
15
分
）

問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６

３・６
０
０
１ 

Fax
４
６
１・４
５
７
１
）

※
こ
の
制
度
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
促
進
と
、
健
康
の
重
要
性

を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

料
金　
５
０
０
円

【
子
宮
が
ん
検
診
】

内
容　
細
胞
診
・
内
診

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性

料
金　
８
０
０
円

※
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）・

子
宮
が
ん
検
診
は
、
2
年
に
1
回
の

受
診
で
、
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降

に
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　
結
核
・
肺
が
ん
検
診
は
７
月
か
ら

実
施
予
定
（
詳
細
は
広
報
６
月
号

掲
載
予
定
）。
７
月
以
降
の
検
診
は

今
後
の
広
報
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実施日 受付時間 検診種別 場 所
6月17日㈬ 午前9時10分〜10時50分 胃、大腸 保健センター

18日㈭
午前9時10分〜10時50分 胃、大腸 北部市民交流

センター 本館午後4時〜6時30分 乳（視触診）、子宮

22日㈪
午前9時10分〜10時50分 乳（マンモグラフィ）

保健センター
午後0時45分〜2時20分 乳（マンモグラフィ）

24日㈬
午前9時10分〜10時50分 胃、大腸 南部市民交流

センター 本館午後4時〜6時30分 乳（視触診）、子宮
29日㈪ 午前9時10分〜10時50分 胃、大腸 保健センター

け 

ん 

こ 

う

４
月
２
日
は世界

自
閉
症
啓
発
デ
ー

４
月
２
日
～
８
日
は

発
達
障
害
啓
発
週
間

　
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
日
本
実

行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
自
閉
症

を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ
い

て
、
広
く
啓
発
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

害
に
つ
い
て
知
る
こ
と
や
理
解
す
る

こ
と
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
だ
け

で
な
く
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が

り
ま
す
。

問
合
先　
人
権
推
進
課
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報情て育子
◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）
◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）
◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
）　

受
付
：
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分　

日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分  

診
療
科
目
：
小
児
科
、
内
科

市立保育所の施設開放
　地域での子育て支援のため、保育所の施設を開放し
ています。
　おもちゃ遊びや絵本の読み聞かせをします。
※申込不要、参加無料
日時　毎週土曜日（祝日・年末年始除く）
　　　午前10時〜11時30分

保育所 住　所 電話番号
北 上瓦屋583-1 468-8005

泉佐野 旭町4-41 462-2913
南 長滝1028 468-8170

場所　保育室
対象　市内在宅の就学前の子どもと保護者
問合先　各保育所
※行事などで実施できない場合があります。詳しくは
問い合わせてください。

市立こども園の園庭開放
　子育て支援活動の一環として、園庭を開放しています。
※申込不要、参加無料。祝・休日および雨天などは中止

開催日　第1・4・5木曜日、毎週火曜日
※4月は実施しません
時間　午前10時〜11時30分
対象　市内在住の就学前の子どもと保護者
問合先　各保育所・幼稚園

4月から
こども医療費助成の通院対象者を

小学4年生まで拡大
　小学1〜4年生の児童については、申請書の提出が
ないと医療証の発行ができません。申請書が未提出の
人は速やかに手続きをしてください。
※2月末までに手続き済みで、医療証が届いていない
人は問い合わせてください。
問合先　子育て支援課

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　4月16日㈭ 午前9時30分〜11時
対象　平成26年4月17日〜11月17日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘れると接種できま
せん）
場所・問合先　保健センター

スタートの頃からの
離乳食講習会(予約制）

　簡単に美味しく出来る離乳食の基本を紹介します。
※「3回食の頃から」の次回は5月実施予定
日時　4月23日㈭ 午後1時30分〜3時
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
場所・申込・問合先　保健センター
※講習会後、赤ちゃん相談会もしています。体重計測
が自由にできます。

毎月19日は「食育の日」
～おいしく　たのしく　

「食」でつながる　いずみさの～
問合先　保健センター

大阪府主催
母子家庭の母などを対象とした

職業訓練受講生募集
【介護職員初任者養成科（２ヵ月）】※託児サービス付
訓練期間　◦準備講習　6月24日㈬〜30日㈫
　　　　　◦本訓練　7月1日㈬〜8月31日㈪
場所　南海福祉専門学校（高石市千代田6丁目12-53）
対象　ハローワークに求職登録をしており、ハロー
ワーク所長の受講指示、受講推薦または支援指示を受
けることができる人でＡ区分またはＢ区分のいずれか
に該当する人
◦A区分…生活保護受給者または児童扶養手当受給者
で福祉事務所などを通じて当該訓練の受講を希望する
母子家庭の母など
◦B区分…就労経験のない、または就労経験に乏しい
母子家庭の母など
定員　20人（申込多数の場合はA区分の人を優先し、
抽選となります）
教材費　5,000円
申込　4月20日㈪〜5月13日㈬に原則として居住地を
管轄するハローワークへ
問合先　府 人材育成課（☎06-6210-9531 ホーム
ページ http://www.pref.osaka.jp/nokai/c-kyuu
syoku/c300-bj27.html）

　北保育所はのぞみこども園、泉佐野保育所はさく
らこども園、南保育所ははるかこども園として運営
しています。

園　名 住　所 幼稚園・保育所名 電話番号
のぞみ
こども園 上瓦屋583-1 北保育所 468-8005

のぞみ幼稚園 463-3704
さくら
こども園

旭町4-41 泉佐野保育所 462-2913
旭町4-6 さくら幼稚園 464-0828

はるか
こども園 長滝1028 南保育所 468-8170

はるか幼稚園 467-0854

4月から
親子教室の電話番号が変わります

　親子教室の移転に伴い、電話番号が変わります。
新しい電話番号　☎463-1982
※詳しくは、広報3月号10ページをご覧ください。
問合先　子育て支援課



　　　　　　　　企画展
泉佐野のお宝大集合 ～新収蔵品展～

　レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさのでは、泉佐野市の歴史や文化に
関する様々な資料を収集してきました。今回の企画展では、古文書や民具など、平成
22年度以降に収集した資料を紹介します。
期間　4月18日㈯〜5月31日㈰

主な展示資料　室鳩巣書簡（佐野の唐金梅所がもらった手
紙）、岸和田藩主岡部長寛黒印状（佐野の食野家に出した文
書）、崑崙実録（明厳寺住職覚順の著作）、職人尽絵巻、鬢鏡、
染型紙、奉公袋など

レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140
Fax469-7141
休館日　月曜日

（祝日の場合は翌日）
開館時間　
午前9時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）
入館料　無料

　
前
回
に
引
き
続
き
、
今
回
も
企
画

展
の
展
示
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
に
あ
げ
た
「
岡
部
長
寛
黒
印

状
）」
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
安
政

６
（
１
８
５
９
）
年
に
、
岸
和
田
藩

岡
部
家
第
12
代
藩
主
で
あ
っ
た
岡
部

筑
前
守
長
寛
か
ら
、
日
根
郡
佐
野
村

の
食
野
幾
一
郎
に
宛
て
ら
れ
た
黒
印

状
で
す
。
文
書
の
中
心
部
分
の
黒
印

の
上
に
大
き
く
「
筑
前
」
と
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
筑
前
守
で
あ
っ
た
長

寛
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

　
黒
印
状
と
は
、
黒
い
墨
で
印
を
押

し
た
文
書
を
さ
し
ま
す
。
こ
の
黒
印

状
は
、
土
地
の
所
有
権
を
確
認
・
承

認
し
、
年
貢
米
や
諸
役
（
年
貢
以
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
税
）
を
免
除
す
る
と

い
う
特
権
を
相
手
に
与
え
た
文
書

で
、「
諸
役
免
許
状
」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
年
貢
・
諸
役
を
免
除
さ
れ
る

対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
土
地
の
有

力
者
で
し
た
。
そ
の
た
め
免
除
の
特

権
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
家
や
個

人
の
格
式
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
し
た
。

　
食
野
家
は
、
江
戸
時
代
の
佐
野
の

豪
商
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
海
運

業
を
営
み
、
大
名
貸
（
財
政
難
の
大

名
に
お
金
を
貸
す
こ
と
）
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
本
家
の
次
郎
左
衛
門
家

と
、
分
家
の
吉
左
衛
門
家
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
食
野
家
は
、
領
主
の
岸

和
田
藩
に
対
し
て
、
大
名
貸
だ
け
で

な
く
、
藩
札
（
藩
が
独
自
に
発
行
し

た
紙
幣
）
の
札
元
（
発
行
元
）
と
も

な
り
、藩
財
政
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
食
野
幾
一
郎
は
分
家
で
あ
る
吉
左

衛
門
家
の
第
12
代
当
主
で
す
。
文
書

に
よ
る
と
、
幾
一
郎
の
屋
敷
の
面
積

は
９
畝
13
歩
（
約
９
４
３
㎡
）
で
、

石
高
は
１
石
４
斗
６
升
２
合
９
勺

（
約
２
６
３
ℓ
）
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

石
高
は
米
の
収
穫
量
の
こ
と
で
す

が
、
江
戸
時
代
に
は
田
畑
だ
け
で
な

く
、
屋
敷
地
の
資
産
価
値
に
つ
い
て

も
、
面
積
を
も
と
に
米
の
収
穫
量
に

換
算
し
て
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

古
文
書
の
左
端
に
あ
る
宛
名
の

「
食
野
幾
一
郎
」
の
位
置
を
み
る
と
、

文
書
の
い
ち
ば
ん
下
の
部
分
に
あ

り
、
文
字
も
小
さ
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、通
常
は
宛
名
に
は
「
殿
」

を
つ
け
ま
す
が
、
幾
一
郎
に
は
つ
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。宛
名
の
位
置
は
、

受
け
取
る
相
手
の
立
場
に
よ
り
上
下

し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
差
出
人
が
藩

主
で
あ
り
、
幾
一
郎
の
名
は
藩
主
の

名
よ
り
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
文
書
は
、
折
紙
と
い

う
紙
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
紙
を

半
分
に
折
り
、
横
に
細
長
く
し
た
の

が
折
紙
で
、
折
り
目
を
下
に
し
て
、

右
か
ら
書
き
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
略

式
の
文
書
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
幕
末
の
食
野
家
と
岸
和
田
藩
の
関

係
を
示
す
重
要
な
文
書
と
い
え
ま
す
。

▶
岡
部
長
寛
黒
印
状

◀
職
人
尽
絵
巻

▲鬢鏡

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
232
回

「
泉
佐
野
の
お
宝
大
集
合
②

～
岸
和
田
藩
主
が
食
野
家
に
与
え
た
文
書
～
」
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見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

【
事
例
】

◦
ス
マ
ホ
で
無
料
と
な
っ
て
い
た
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
入
り
、
18
歳
以
上

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
登
録
さ
れ
10
万

円
の
請
求
が
出
た
。
慌
て
て
退
会
の

電
話
を
し
た
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
番
号
を
教

え
る
よ
う
言
わ
れ
た
。

◦
無
料
通
話
ア
プ
リ
上
で
友
人
か
ら

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と

連
絡
が
あ
り
、
６
万
円
分
を
購
入
し

番
号
を
送
っ
た
が
、
何
者
か
が
友
人

に
成
り
す
ま
し
て
メ
ー
ル
を
送
っ
て

き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

◦
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
た
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
廃
業
し
て
い

た
。
ま
だ
残
金
が
残
っ
て
い
る
が
こ

の
カ
ー
ド
は
ど
う
な
る
か
。

【
解
説
】

　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
前
払
式
支

払
手
段
と
し
て
、
従
来
の
商
品
券
な プリペイドカードなどのトラブル

◎高齢者相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：地域包括支援センター ☎464-2977 
Fax462-5400）
◎障害者相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談会【予約制】
第4木曜日 13:30〜14:10
保健センター（☎463-6001）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30〜12:00
保健センター（☎463-6001）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第2水曜日 9:30〜10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00〜14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00〜11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む・随時受付）【予約制】
　来所の場合は電話で予約してください。
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月〜金曜日（祝日除く） 9:00〜15:45
泉佐野保健所（☎462-7701）

◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1〜4水曜日 10:00〜12:00、13:00〜15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎消費生活相談
月〜金曜日 9:00〜16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30〜20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30〜20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月〜金曜日 9:00〜17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月〜金曜日 9:00〜17:00
◎育児相談
◦月・水・金曜日 9:00〜16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
◦月〜金曜日 10:00〜16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月〜金曜日 10:00〜16:00
◎母子・寡婦家庭の生活相談
月〜水・金曜日 9:00〜17:00　子育て支援課
◎教育相談
◦さわやかルーム（☎463-5933）
月〜金曜日 9:00〜15:30
◦シャイン（☎464-8750）
月〜金曜日 10:15〜15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00〜16:00
社会福祉センター 2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00〜12:00	
社会福祉センター 2階（問合先：障害福祉総務課）
◎心配ごと相談
月曜日 13:00〜16:00
社会福祉センター 2階

（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。
◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00〜16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00〜15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30〜16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月〜金曜日 10:00〜16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00〜16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎464-2793）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00〜16:00
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30〜16:00
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第1・3月曜日 13:30〜16:00
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
◦月〜金曜日 9:30〜16:30
人権推進課
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
◦火〜金曜日 9:30〜16:30
公益社団法人 泉佐野市人権協会（☎458-
7444）
◦第3土曜日 10:00〜12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】
◦第1木曜日 10:00〜12:00、13:00〜16:00
◦第3木曜日 13:00〜16:00	
◦第4木曜日 17:00〜20:00	
いずみさの女性センター（☎469-7125）

ど
金
額
の
表
示
が
あ
る
も
の
、
磁
気

や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
金
額
が
入
っ
て
い

る
も
の
や
サ
ー
バ
ー
型
の
電
子
マ

ネ
ー
な
ど
種
類
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
で
は

番
号
の
み
で
や
り
取
り
す
る
た
め
、

利
用
者
の
特
定
を
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
身
元
を
偽
っ
た
不
当
請
求
や
悪

質
な
サ
イ
ト
に
利
用
さ
れ
る
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
り
す
ま

し
に
よ
る
送
金
詐
欺
も
増
え
て
い
ま

す
。

　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
原
則
返
金

払
い
戻
し
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
発

行
業
者
が
破
産
し
た
場
合
は
、
一
定

期
間
内
に
手
続
き
す
る
こ
と
で
、
発

行
保
証
金
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
残
金
全
額
が
支
払
わ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
が
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
発
行
業
務
や
利
用

を
や
め
た
場
合
は
、
一
定
の
告
知
期

間
内
に
手
続
き
す
れ
ば
残
金
が
払
い

戻
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
発
行
保
証

金
の
供
託
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な

い
業
者
が
破
産
し
た
場
合
は
、
通
常

の
破
産
手
続
き
に
な
る
の
で
残
金
を

取
り
戻
す
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
軽
に
電
子
マ
ネ
ー

が
手
に
入
り
ま
す
が
、
返
金
、
払
い

戻
し
が
で
き
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
に
注
意
し
て
慎
重
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。



スポーツ推進課
（市民総合体育館内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時〜午後5時15分

（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

市民競技大会結果（弓道）
最高的中賞 久禮（有）

部　門 優　勝 第2位 第3位
女　子 中村 金子 野守

男子 四段以下 久禮（有） 内海 金田
男子 五段以上 原 中尾 大楽

第1期 スポーツ教室（各全10回）
問合先　スポーツ推進課

場所　【のびのびスイム�・�Jr.・�】
　　　健康増進センター内プール
　　　【健康体操上之郷】
　　　上之郷構造改善センター（上之郷550-1）
対象　市内在住・在勤・在学者
　　　（定員に満たない場合は市外でも可）
申込

【のびのびスイム�・�Jr.・�】
受講料を持参し、4月11日㈯〜21日㈫にスポーツ推進課へ

【健康体操上之郷】
◦4月15日㈬ 午前10時〜11時…受講料を持参し、上之
郷構造改善センターへ
◦4月15日㈬ 午前11時〜4月25日㈯
…受講料を持参し、スポーツ推進課へ

注意　
◦申込者が少ない場合は、教室を中止することがあります。
◦現在妊娠している人は受講できません。また、受講期
間中に妊娠していることがわかった場合は、その時点で
受講を辞退していただきます。

コース 対 象 定 員
（先着順）期 間 曜

日 時 間 受講料

のびのび
スイム�

水中運動が適応
する身体障害の
ある人と介助者

6組

5/9〜
7/11 土

15：45〜
16：35

各500円
のびのび
スイム�Jr.

水中運動が適応
する知的障害の
ある3歳〜中学
生と介助者

10組 14：15〜
15：00

のびのび
スイム�

水中運動が適応
する知的障害の
ある高校生以上
と介助者

8組 14：45〜
15：35

健康体操
上之郷 16歳以上 30人 5/13〜

7/15 水 9：30〜
10：50 3,000円

南部市民交流センター 体育分館（オークアリーナ）
スポーツ教室（各全10回）

公開抽選日　4月19日㈰（申込多数の場合のみ）
場所・申込・問合先　4月18日㈯（必着）までに往復
ハガキの往信用にコース名（ハガキ1枚で1人1コー
ス）、住所、氏名、生年月日、電話番号、学校名を、
返信用に住所、氏名を記入し、南部市民交流センター 
体育分館「スポーツ教室」係（〠598-0035 南中樫井
428-1 ☎466-6660 Fax466-6595）へ。当選者の受
講料の納入は、4月29日㈷ 午後8時まで
※応募者が少ない場合、教室を中止する
ことがあります。
　複数枚での申込やハガキ記載事項の不
備などについては無効とし、結果は返信
ハガキで全員に通知します。
　受講料には傷害保険料を含みます。

コース 内 容 対 象 定
員

期
間
曜
日時 間 受講料

ハッピー
ヒップホップ

基本のダン
スを指導し
ます。

小学生 25
人

5/8〜
7/10 金 17:30〜

18:30
3,800

円

バスケット
ボール

基礎から実
践までを指
導します。

小学4～
6年生

30
人

5/9〜
7/11 土 9：30～

11：00
3,800

円

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ　
５
月
２
日
㈯
〜
７
日
㈭
は
施
設
点
検
の
た
め
、
プ
ー
ル
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
は
使
用
で
き
ま
す
。（
５
月
７
日
㈭
は
全
館
休
館
）

問
合
先　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９・１
０
０
０ 

Fax
４
６
９・６
６
６
６ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.izum
isano-c.jp/kenko/

）

■
市
民
競
技
大
会

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

開
催
日　
５
月
３
日
㈷

　
　
　
　
（
予
備
日
10
日
㈰
）

場
所

り
ん
く
う
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
別　
一
般
男
女
（
ダ
ブ
ル
ス
）

参
加
費　
◦
一
般
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
◦
高
校
生
５
０
０
円

申
込
期
日　
４
月
24
日
㈮

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】　

開
催
日　
５
月
24
日
㈰

場
所　
湊
長
生
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
日　
４
月
24
日
㈮

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

開
催
日

６
月
７
日
㈰
・
14
日
㈰
・
21
日
㈰

場
所　
市
民
総
合
体
育
館

種
別　
一
般
男
女
、
高
校
男
女

参
加
費　
３
，
０
０
０
円

申
込
期
日　
５
月
９
日
㈯

抽
選
会　
５
月
24
日
㈰ 

午
前
９
時
30

分
に
、 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で

い
ず
れ
も

申
込　
各
申
込
期
日
の
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
休
館
日
、
土
・
日
曜
日
以

外
の
祝
日
除
く
）
に
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
へ

※
参
加
費
に
は
傷
害
保
険
料
を
含
み

ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

◦
広
報
３
月
号
20
ペ
ー
ジ
の
「
郷

土
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
」
の
記

事
の
う
ち
、
空
手
道
の
選
手
の
氏

名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
泉　
琉
星

　
　
　
　
↓

（
正
）
泉　
琉
聖

◦
広
報
３
月
号
28
ペ
ー
ジ
の
「
障

害
児
（
者
）
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
教
室
」
の
記
事
の
う
ち
、
対
象

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
市
内
在
住
の
満
13
歳
以
上

（
４
月
１
日
現
在
）の
障
害
児（
者
）

と
介
助
者

　
　
　
　
↓

（
正
）
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

の
障
害
児
（
者
）
と
介
助
者

問
合
先　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
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視
覚
障
害
者
向
け
　
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新着図書案内
【一般書】▶沈みゆく大国ア
メリカ（堤　未果）▶肩書き
捨てたら地獄だった（宇佐美
典也）▶その問題、経済学で
解決できます。（ウリ・ニー
ズィー）▶保存びんに、季節
とおいしさ詰め込んで。（ダ
ンノ　マリコ）▶チャーリー・
モルデカイ 1・2（キリル・
ボンフィリオリ）▶さよなら
を待つふたりのために（ジョ
ン・グリーン）▶晩鐘（佐藤
愛子）▶死に支度（瀬戸内寂
聴）▶夢をかなえるゾウ3（水
野敬也）

【児童書】▶かっぱぬま（武
田美穂）▶ひみつのかんかん

（花山かずみ）▶水たまりの
王子さま（山崎陽子）▶いつ
でもしろくま（斉藤　洋）▶
魔女と黒い鏡（ルース・チュ
ウ）▶希望の海へ（マイケル・
モーパーゴ）
※上記以外の新着図書につい
ては、問い合わせてください。

土曜子どもシアター
日時　4月11日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラ
ザ・カワサキ中央図書館 2階視
聴覚室
内容　「シンデレラ」（74分）
定員　80人（先着順）　
※申込不要、参加無料

おはなし会
　赤ちゃん〜就学前の親子を対象に、絵本の読み聞かせや楽しい手あそび、わ
らべうた、紙芝居などをします。
日時　4月1日㈬・15日㈬、5月20日㈬ 午前11時〜11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料

「子ども読書の日」スペシャル
みんな、紙芝居がやってくるよ！おはなし会もだよ！　

　子どもたちが大好きな「紙しばい」と「おはなし会」をします。楽しいおは
なしがいっぱい詰まっています。
日時　5月10日㈰ 午後1時30分〜
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
対象　幼児から小学校低学年と保護者　定員　60人（先着順）　　
出演　◦紙しばい「拍子木」（泉南市ボランティア連絡協議会所属）
　　　◦おはなしの会「ルピナス」（泉佐野市おはなしボランティア）
申込　4月11日㈯以降の午前9時30分〜午後5時に電話で　※入場無料

毎週月曜日、29日㈷、30日㈭は休館
【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】

開館時間　午前9時30分〜午後7時（日曜日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131

【佐野・長南公民館 図書室】
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 4月 5月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 4月 5月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 1日
22日 27日

水

1時00分〜2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 17日 8日
29日

金

2時10分〜3時10分

長滝町会館 1日
22日 27日 2時20分〜3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 17日 8日

29日 3時30分〜4時30分

上大木河原織布前 1日
22日 27日 3時50分〜4時30分 大木小学校運動場前 10日 1日

22日 1時10分〜2時10分

日根野小学校裏門 8日 13日 1時10分〜2時10分 府営長滝住宅集会所 10日 1日
22日 2時40分〜3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 8日 13日 2時40分〜3時40分 府営佐野台住宅集会所 4日
25日 16日

土

1時15分〜2時15分

佐野台小学校東門 15日 20日 1時30分〜2時30分 貝田町会館 4日
25日 16日 2時30分〜3時10分

下瓦屋保育園横 15日 20日 2時45分〜3時45分 新家町会館 4日
25日 16日 3時30分〜4時30分

上之郷小学校裏門 9日 14日

木

1時10分〜2時10分 樫井西町若宮神社境内 11日 2日
23日 1時00分〜2時00分

安松町会館 9日 14日 2時30分〜3時10分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 11日 2日

23日 2時15分〜3時15分

西出町会館 2日
23日 21日 2時20分〜3時00分 湊町会館 11日 2日

23日 3時40分〜4時30分

府営鶴原北住宅集会所 2日
23日 21日 3時30分〜4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA

大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 18日 9日
30日 1時20分〜2時00分

日新小学校南門 3日
24日 15日

金

1時20分〜2時20分 いこらも〜る泉佐野
臨時駐車場 18日 9日

30日 2時20分〜3時20分

野々地蔵町内会館 3日
24日 15日 2時50分〜3時30分 北中ちびっこ広場 18日 9日

30日 3時30分〜4時30分

土丸長生会館 3日
24日 15日 3時50分〜4時30分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。
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図書館　午
アフタヌーンキネマ

後の映画
日時　4月18日㈯ 午後2時〜
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ
中央図書館 2階視聴覚室
内容　シャーロック・ホームズ「バスカ
ヴィル家の犬」（104分）
定員　80人（先着順）　※申込不要、参加無料



【受付時間】
◦レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時15分（日曜日は午後5時まで）
◦青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
◦いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時〜午後5時15分
◦北部・南部市民交流センター 本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
◦レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時
◦市民総合体育館　
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

文
化
・
教
養

イベ
ント

イン
フォ

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

佐
野
公
民
館☎

４
６
３
・
６
１
８
１

Fax
４
６
９
・
２
２
４
３

囲
碁
ク
ラ
ブ

日
時　
毎
週
日
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

問
合
先　
湯
川

(

☎
４
６
３・
６
７
０
５
）

※
ク
ラ
ブ
会
費
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
地
産
地
消
・
地
元
の
食
材
で
つ
く
る

家
庭
料
理
①

　

春
の
お
野
菜
と
し
て
大
人
気
の
筍
。

夕
飯
の
お
か
ず
や
お
弁
当
に
も
最
適
！

日
時　
５
月
12
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
奥
野
文
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾申
込　
４
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
４
月
30
日
㈭
ま
で

■
は
じ
め
て
の
フ
ラ

　
幅
広
い
年
齢
層
に
人
気
で
す
。

日
時　
５
月
19
日
㈫

　
　
　
午
後
３
時
30
分
～
５
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
レ
イ
イ
リ
マ
ユ
ウ
コ
さ
ん
（
カ

パ
フ
ラ
オ
ホ
ア
ロ
ハ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）　　

申
込　

４
月

10
日
㈮
以
降

に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で
（
基
本
は
裸
足
で
す
）

■
旅
の
簡
単
ス
ケ
ッ
チ
（
全
３
回
）

　
旅
の
思
い
出
づ
く
り
と
し
て
、
簡
単

な
ス
ケ
ッ
チ
に
絵
の
具
を
の
せ
て
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯
・
30
日

㈯ 

午
後
３
時
15
分
～
５
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
仲
村
喜
代
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　
５
０
０
円

持
ち
物　
水
彩
道
具
、
筆
記
用
具

■
色
え
ん
ぴ
つ
画
講
座
（
全
２
回
）

～
色
え
ん
ぴ
つ
画
を楽

し
み
ま
し
ょ
う
～

日
時　
４
月
24
日
㈮
、
５
月
１
日
㈮ 

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
嶋
口
金
治
さ
ん
（
絵
画
教
室
主

宰
）　

教
材
費　
８
０
０
円　

持
ち
物　
色
え
ん
ぴ
つ
（
12
色
セ
ッ
ト

以
上
）、
筆
記
用
具
、
消
し
ゴ
ム

申
込　
４
月
４
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
教
材
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
４
月
18
日
㈯
ま
で

■
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
体
験

～
指
先
を
使
っ
て
描
い
て
い
く
～

日
時　
５
月
８
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
挽
田
阿
美
さ
ん

材
料
費　
５
０
０
円

持
ち
物　
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

申
込　
４
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
４
月
30
日
㈭
ま
で

茶
遊
会
ク
ラ
ブ　

　
随
時
見
学
可
！
要
事
前
連
絡

日
時　
第
１・
３
木
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

大
正
琴
（
白
百
合
）
ク
ラ
ブ

　

随
時
見
学
可
能
で
す
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　
第
２・
４
木
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

い
ず
れ
も

問
合
先　
佐
藤

（
☎
０
８
０・５
３
５
６・
６
８
２
８
）

※
ク
ラ
ブ
会
費
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
長
南
公
民
館
名
画
シ
ア
タ
ー

日
時　
４
月
11
日
㈯ 

午
前
10
時
～

内
容　
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

文
化
・
教
養

健
　
康

相
　
談

福
　
祉

歴
　
史

そ
の
他

申
込　
４
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
４
月
30
日
㈭
ま
で

■
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
！

家
庭
で
で
き
る
介
護
術
Ⅱ
（
全
２
回
）

日
時　
４
月
25
日
㈯
、
５
月
２
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
原　
明
美
さ
ん
（
介
護
施
設
総

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）　

申
込　
４
月
３
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
４
月
16
日
㈭

ま
で

※
受
講
無
料

18広報いずみさの 平成27年4月号



文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、18ページをご覧ください。

健
　
康

相
　
談

福
　
祉

歴
　
史

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

そ
の
他

■
第
１
回　
漢
字
検
定　

日
時　

６
月
13
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
級
別
）

定
員
（
先
着
順
）　

◦
10
～
８
級
（
30
人
）

◦
７
～
２
級
（
30
人
）　

検
定
料
（
級
別
）

１
，
５
０
０
円
～
３
，
５
０
０
円

申
込　
４
月
１
日
㈬
～
25
日
㈯
に
検
定

料
を
持
参
し
セ
ン
タ
ー
へ

※
時
間
・
検
定
料
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
漢
検
合
格
塾

日
時　
５
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯
・
30
日

㈯　
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
０
時
30
分

内
容　
個
人
別
に
受
検
級
の
模
擬
テ
ス

ト
学
習
や
漢
字
検
定
を
受
検
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。

対
象　
全
回
受
講
で
き
、
６
月
13
日
㈯

の
漢
字
検
定
を
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
受

検
す
る
小
学
２
年
生
～
中
学
３
年
生

※
漢
字
検
定
は
別
に
申
込
が
必
要

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

教
材
費　
２
０
０
円

申
込　
４
月
1
日
㈬
以
降
に
教
材
費
を

持
参
し
セ
ン
タ
ー
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は

４
月
25
日
㈯
ま
で

■
ふ
ぁ
み
り
ー
陶
芸
教
室

守
り
神　
キ
ュ
ー
ト
な
ふ
く
ろ
う

　
食
器
な
ど
作
り
た
い
も
の
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
23
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者(

子
ど

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
２
・
２
９
３
９

Fax
４
６
４
・
０
４
０
９

場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

◦
青
少
年
セ
ン
タ
ー

対　
象

定　
員

小
学
2
・
６
年
生
各
学
年
5
人

小
学
3
〜
5
年
生
各
学
年
9
人

◦
日
根
野
中
学
校

対　
象

定　
員

小
学
３
～
６
年
生
各
学
年
９
人

◦
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対　
象

定　
員

小
学
３
年
生

６
人

小
学
４
～
６
年
生
各
学
年
８
人

中
学
生

各
学
年
10
人

■
自
学
自
習
学
習
会

【
小
学
２
〜
６
年
生
の
部
】（
全
27
回
）

日
時　
５
月
23
日
～
来
年
２
月
20
日
の

土
曜
日 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
国
語
・
算
数
の
教
科
書
準
拠
問

題
集
・
文
章
読
解
問
題
集
（
3
冊
）

【
中
学
生
の
部
】

開
催
日　
各
定
期
テ
ス
ト
前
々
日
ま
で

の
５
日
間
（
日
曜
日
・
休
館
日
除
く
）

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

内
容　

数
学
・
英
語
２
教
科
５
日
間
、

※
受
講
無
料
。
各
会
場
で
申
込
者
が
小

学
生
15
人
、
中
学
生
10
人
に
満
た
な
い

場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

申
込　
４
月
2
日
㈭
〜
18
日
㈯
（
日
曜

日
除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

電
話
で
事
前
受
付
を
行
い
、
保
護
者
説

明
会
前
に
教
材
販
売
（
小
学
生
の
み
）

と
あ
わ
せ
て
正
式
申
込
書
を
書
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
説
明
会
当
日
に
学
習
会
で
１

年
間
使
用
す
る
問
題
集（
小
学
生
の
み・

１
教
科
１
，
０
０
０
円
〜
１
，
３
０
０

円
程
度
×
３
冊
）も
販
売
し
ま
す
の
で
、

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
保
護
者
説
明
会
】

◦
４
月
24
日
㈮ 

午
後
6
時
30
分
〜
7
時

（
正
式
申
込
・
教
材
販
売
）、
午
後
7
時

～
（
保
護
者
説
明
会
）

◦
４
月
25
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

（
正
式
申
込
・
教
材
販
売
）、
午
前
10
時

30
分
～
（
保
護
者
説
明
会
）

※
小
学
生
は
保
護
者
が
、
中
学
生
は
本

人
と
保
護
者
ま
た
は
本
人
が
い
ず
れ
か

に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

多
目
的

室持
ち
物　
筆
記
用
具

3
人
の
講
師
が
お
り
、
自
分
が
学
習
し

た
い
教
科
で
の
自
学
自
習・質
問
形
式
。

教
材
は
各
自
持
参

も
の
み
参
加
可
・
大
人
の
み
不
可
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
１
，
０
０
０
円

申
込　

４
月
20
日
㈪
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月

16
日
㈯
ま
で

※
１
ヵ
月
ぐ
ら
い
で
焼
き
上
が
り
ま
す
。

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６
・
１
６
４
１

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４

■
健
康
料
理
教
室

「
連
休
を
お
い
し
く
楽
し
く
」

～
外
食
に
飽
き
た
ら

内
食
（
う
ち
し
ょ
く
）
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
美
味
し
く
食
べ
て
、
健
康
に
！

日
時　
4
月
23
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　
春
野
菜
と
蒸
し
鶏
の
ご
ま

酢
和
え
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
豚
肉
の
か
さ
ね

蒸
し
、
新
じ
ゃ
が
サ
ラ
ダ
、
筍
と
わ
か

め
の
白
味
噌
仕
立
て
、
か
ん
た
ん
い
ち

ご
ム
ー
ス

対
象　
自
身
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

栄
養
や
料
理
を
学
び
た
い
人

定
員　
22
人
（
先
着
順
）

■
レ
ッ
ツ
・
パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
①
」

～
何
を
食
べ
た
ら
い
い
の
？
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
「
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
男
性
」
を
応

援
し
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

 

和
風
お
ろ
し
ハ
ン
バ
ー

グ
、
け
ん
ち
ん
汁
、
ゆ
で
も
や
し
の
お

か
か
和
え
、
春
の
炊
き
込
み
ご
飯

対
象

料
理
や
健
康
に
関
心
の
あ
る
男
性

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
三
澤
律
子
さ
ん(

管
理
栄
養
士)

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
２
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

講
師　
三
澤
律
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
２
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、18ページをご覧ください。

健
　
康

福
　
祉

歴
　
史

相
　
談

そ
の
他

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

◦
午
前
の
部
（
②
③
は
午
前
の
み
）　

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

◦
午
後
の
部

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
太
田
知
佳
子
さ
ん 

②
③
中

谷
恭
子
さ
ん 

④
砂
田
里
美
さ
ん

受
講
料
（
材
料
費
含
む
）

①
④
…
各
２
，
５
０
０
円

②
③
…
各
１
，
０
０
０
円

持
ち
物
　
①
は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
４
月
）

講 

座 

名 

�
21
日
㈫

プ
リ
ザ
ー
ブ
ドフ
ラ
ワ
ー

②
22
日
㈬

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
イ

ヤ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
体
験

③
23
日
㈭

④
24
日
㈮

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー診
断

㈶
公
園
緑
化
協
会

り
ん
く
う
中
央
公
園
事
務
所

☎
４
６
９
・
３
３
３
２

■
絵
手
紙
教
室

～
端
午
の
節
句
の
絵
手
紙
～

日
時　
４
月
20
日
㈪

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

講
師　
前
河
直
子
さ
ん
（
ゆ
ー
も
あ
ー

と
）

受
講
料　
１
，
6
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込　
４
月
17
日
㈮
ま
で

■
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

～
母
の
日
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー

で
飾
る
花
時
計
～

日
時　
４
月
23
日
㈭

◦
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

◦
午
後
０
時
30
分
～
２
時
30
分

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　
田
川
敦
子
さ
ん
（
ソ
ニ
ア
フ
ラ

ワ
ー
講
師
）

受
講
料　
２
，
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込　
４
月
20
日
㈪
ま
で

子
ど
も
習
字
ク
ラ
ブ

日
時　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時

※
見
学
随
時
。
ク
ラ
ブ
会
費
な
ど
詳

し
く
は
北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本

館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
大
人
）
ビ
ギ
ナ
ー
英
会
話
ク
ラ
ブ

日
時　
第
１
〜
３
火
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

問
合
先　

浦
野
（
☎
０
９
０・
２
１

１
１・
１
０
４
６
）

※
ク
ラ
ブ
会
費
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
花
模
様
の
ヘ
ア
ゴ
ム

　
き
ら
き
ら
の
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
で
作

り
ま
す
。
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い

か
が
で
す
か
？

日
時　
４
月
24
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
小
野
田
敬
子
さ
ん
（
北
部
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

材
料
費　
１
，
２
０
０
円

持
ち
物　
待
ち
針
、
爪
楊
枝
、
薄
い
ビ

ニ
ー
ル
手
袋
、
綿
棒
、
メ
ガ
ネ(

必
要

な
人) 北

部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４
・
５
７
２
５

Fax
４
６
９
・
２
２
８
４

申
込　

４
月
３
日
㈮
以
降
に
電
話
で
。

キ
ャ
ン
セ
ル
は
４
月
17
日
㈮
ま
で

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９
・
７
１
２
０

Fax
４
６
９
・
７
１
２
１

■
手
ご
ね
パ
ン
作
り
講
座

ク
セ
に
な
る
チ
ー
ズ
パ
ン

　

初
心
者
に
も
比
較
的
簡
単
に
出
来

て
、
一
度
食
べ
た
ら
何
度
も
作
り
た
く

な
る
「
ク
セ
に
な
る
」
チ
ー
ズ
パ
ン
を

焼
き
ま
す
。

日
時　
５
月
22
日
㈮
・
23
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

定
員　
各
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
遠
山
智
美
さ
ん
（
手
作
り
パ
ン

教
室
主
宰
）

材
料
費　
６
０
０
円

■
紙
バ
ン
ド
で
作
る

か
わ
い
い
小
物
入
れ
作
り
講
座

　
梱
包
用
の
紙
バ
ン
ド
を
使
っ
た
手
芸

で
、
誰
で
も
・
簡
単
に
楽
し
め
て
、
初

め
て
で
も
大
丈
夫
！

　
い
ろ
い
ろ
な
用
途
に
使
え
る
万
能
小

物
入
れ
（
縦
約
11
㎝
、
横
約
15
㎝
、
高

さ
約
11
㎝
）
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
４
月
28
日
㈫ 

午
前
10
時
～
正
午

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
谷
口
雅
子
さ
ん
（
ク
ラ
フ
ト
作

家
）

材
料
費　
６
０
０
円

持
ち
物　
は
さ
み

申
込　
４
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
４
月
18
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
２
人
・
先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

■
ア
ン
コ
ー
ル
企
画

「
梅
」
加
工
講
習
会 

～
こ
ん
な
に
す
ご

い
！
「
梅
」
の
効
能
～

　
身
近
に
手
に
入
る
「
梅
」
の
効
能
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
夏
の
飲
み
物

に
最
適
な
梅
ジ
ュ
ー
ス
や
梅
ジ
ャ
ム
の

作
り
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　
５
月
15
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

対
象　
昨
年
度
未
受
講
者
優
先

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

講
師　
田
辺
市
梅
振
興
室
職
員

材
料
費　
２
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
２
枚
、
手
拭
タ
オ
ル
、
広
口
瓶
（
１

ℓ
）、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
１
日
㈮
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
４
人
・
先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
綿
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持

ち
帰
り
用
袋

申
込　
４
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
16
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
各
２
人
・
先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者

は
申
込
時
に
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相
　
談

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
韓
国
語
研
究
会

開
催
日　
４
月
３
日
㈮
以
降
の
火・金・

土
曜
日 （
月
２
～
４
回
）

時
間　

◦
火
・
土
曜
日
…
午
前
10
時
〜
正
午

◦
金
曜
日
…
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
旧
下
瓦
屋
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
基
礎
編
～
上
級
編

定
員　
各
３
人
（
先
着
順
）

講
師　
牧
浦
啓
祐
さ
ん

申
込
・
問
合
先　
４
月
15
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
牧
浦
（
☎
０
７
０
・
５
２
６
７
・

９
０
０
９
）
へ

※
会
費
・
教
材
費
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
見
学
も
で
き
ま

す
。

■
第
３
８
７
回 

観
の
会

日
時　

４
月
16
日
㈭ 

午
後
７
時
～
８

時
30
分　
※
毎
月
第
３
木
曜
日
開
催

場
所　
佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　
小
唄
「
雪
月
花
」

〜
粋
な
セ
リ
フ
の
小
唄
な
ど
〜

話
す
人　
龍
田
満
寿
都
美
さ
ん
こ
と
山

下
増
美
さ
ん

問
合
先　

岡
村
（
☎
４
６
４・
７
７
２

３
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

各
種
文
化
・
教
養

健　

康

保
健
セ
ン
タ
ー☎

４
６
３
・
６
０
０
１

Fax
４
６
１
・
４
５
７
１

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

日
時　

４
月
13
日
㈪ 

午
前
９
時
30
分

～
10
時
30
分　
※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
益
団
体
紹
介

（http://w
w

w
.city.izum

isano.lg
.jp/kakuka/koushitsu/jichi/m

e
nu/com

m
unity/sim

inkouekikat
udou/bunya/1_hoken/

）に
も
記

載
し
て
い
ま
す
。

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

～
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

日
時　

４
月
15
日
㈬
・
22
日
㈬ 

午
前

10
時
～
11
時
30
分
（
全
２
回
）

対
象　
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の

で
。
両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
つ
の
で
、
荷

物
は
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ
、
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

申
込　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

■
５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

「
特
設
人
権
・
行
政
相
談
」

日
時　
５
月
７
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

場
所　
市
役
所
２
階 

２
０
１
会
議
室

問
合
先　
人
権
推
進
課

※
相
談
無
料

■
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

　
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
４
日
㈯ 

午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
受
付
：
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
３
階
学
習

室
４

問
合
先　
公
益
社
団
法
人 

大
阪
府
不
動

産
鑑
定
士
協
会
（
☎
06
・
６
２
０
３・２

１
０
０
）　
※
申
込
不
要

■
元
気
に
体
操 

い
ち 

に
ぃ 

さ
ん
！

～
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で

身
体
を
伸
ば
そ
う
～

日
時　
４
月
17
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

対
象　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水　

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

■
世
界
保
健
デ
ー
関
連
事
業

講
演
会
「
食
の
安
全
安
心
」

賞
味
期
限
、
消
費
期
限
、
食
品
表
示
を

知
っ
て
賢
く
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
世
界
保
健
デ
ー
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
設
立
さ
れ
た
日
で
す
。

　
毎
年
、
世
界
各
国
が
協
調
し
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
健
康
課
題
が
テ
ー
マ

と
し
て
選
定
さ
れ
、
そ
の
啓
発
活
動
が

世
界
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。（
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
食
の
安
全
」）

日
時　
4
月
23
日
㈭ 

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時　

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

講
師　
泉
佐
野
保
健
所
職
員

申
込　
電
話
で

※
参
加
無
料

歴
　
史

福
　
祉

そ
の
他

い
ず
み
さ
の
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り

応
援
団

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
応
援

す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
域
に
で
か

け
て
手
作
り
の
紙
芝
居
で
介
護
予
防

の
大
切
さ
を
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
が

ん
検
診
時
に
腹
囲
や
体
脂
肪
測
定
で

肥
満
予
防
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
15
人
で
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

泉
佐
野
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
家
族
・
地
域
の
健
康
増
進
・
減
塩
・

食
育
推
進
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

幼
稚
園
で
食
育
出
前
講
座
を
し
た

り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
調
理
実
習
を

し
て
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
レ

シ
ピ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
30
人
で
す
。
30
歳
代
、

40
歳
代
の
人
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

相　

談

■
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア養

成
講
座

　
自
分
も
健
康
に
な
っ
て
健
康
の
大
切

さ
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
講
座
終
了
後
「
み
ん
な
の
健
康
づ
く

り
応
援
団
」
ま
た
は
「
食
生
活
改
善
推

進
員
」
と
し
て
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

開
催
日　
５
月
13
日
〜
６
月
17
日
の
水

曜
日　

時
間　
午
前
10
時
～
正
午
（
６
月
10
日

の
み
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
）　

内
容　
身
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康

づ
く
り
の
基
本
（
運
動
・
食
・
休
養
）

に
つ
い
て
の
実
習
や
講
話
な
ど

コ
ー
ス　
大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水　

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

講
師　

保
健
師
、
健
康
運
動
指
導
士
、

管
理
栄
養
士
な
ど

申
込　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

健
　
康
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健
　
康

健　

康
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養

福
　
祉

相
　
談

そ
の
他

※各施設の受付時間は、18ページをご覧ください。

各
種
健
康

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で
血
行
を
促

し
、
簡
単
な
健
康
維
持
の
工
夫
を
指
導

し
ま
す
。

日
時　
４
月
28
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６
・
１
６
４
１

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４

■
心
臓
血
管
病
講
演
会

「
余
生
を
健
康
に
過
ご
す
秘
訣
！
」

～
脈
拍
・
健
診
デ
ー
タ
か
ら
知
る
、

脳
卒
中
・
心
臓
血
管
病
の

危
険
度
と
予
防
法
〜

日
時　
５
月
16
日
㈯

　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所　
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

り
ん
く
う
教
育
研
修
棟
３
階
会
議
室

講
師　
赤
阪
隆
史
さ
ん
（
和
歌
山
県
立

医
科
大
学
付
属
病
院 

循
環
器
内
科 

教

授
）

対
象　
大
阪
府
民

申
込
・
問
合
先　
５
月
７
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
泉
佐
野
保
健
所 

企
画
調
整
課

（
☎
４
６
２・７
７
０
２
）
へ

歴　

史

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９
・
５
６
７
３

■
新
川
家
教
室

◦
フ
ル
ー
ト
教
室
…
４
月
２
日
㈭
・
16

日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
〜

◦
仕
舞
・
謡
曲
…
４
月
７
日
㈫
・
21
日

㈫ 

午
後
１
時
30
分
〜

◦
着
付
け
教
室
…
４
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

申
込　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に

■
第
11
回 

平
成
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

 

in 

佐
野
町
場

日
時
・
内
容

◦
５
月
３
日
㈷
…
午
前
10
時
30
分
〜

「
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」、
午
前
11
時

45
分
〜
「
う
た
ご
え
喫
茶
」、
午
後
１

時
30
分
〜
「
第
10
回 

佐
野
に
ぎ
わ
い

亭
（
落
語
）」（
５
０
０
円
）

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　
４
月
18
日
㈯ 

　
　
　
午
前
10
時
～ 

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９
・
３
１
１
１

Fax
４
６
９
・
７
９
２
９

■
市
民
大
学
健
康
講
座　
４
月
例
会

「
み
ん
な
で
創
り
、
守
る
地
域
医
療
」

〜
地
域
で
完
結
す
る
医
療
か
ら
介
護
〜

　
病
気
の
予
防
・
治
療
に
つ
い
て
健
康

講
座
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
18
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階 

大
会
議
室

講
師　
松
岡
哲
也
（
副
病
院
長
）

問
合
先　
地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

　
４
月
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

は
休
講
し
ま
す
。

問
合
先　
地
域
医
療
連
携
室

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込　
４
月
２
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
第
67
回 

市
民
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　
６
月
６
日
㈯ 

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
予
定
）

※
雨
天
決
行
（
行
き
先
変
更
の
場
合
あ

り
）

集
合
・
解
散
場
所　
市
役
所
玄
関
前

※
目
的
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動

行
き
先　
摂
津
峡
公
園
（
高
槻
市
）

※
段
差
の
大
き
な
階
段
あ
り

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
80
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　
１
，
０
０
０
円

申
込・問
合
先　
５
月
８
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〠
５
９
８・
８
５
５
０ 

泉
佐

野
市
役
所 

国
保
年
金
課
「
第
67
回
市

民
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
係
へ

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
４
人
ま
で
申
込

可
。
重
複
、
１
枚
で
５
人
以
上
、
往
復

ハ
ガ
キ
以
外
で
の
申
込
は
無
効

公
開
抽
選
会　
５
月
12
日
㈫ 

午
前
10
時

～　
市
役
所
２
階 

２
０
１
会
議
室

※
返
信
ハ
ガ
キ
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
当
選
者
の
参
加
費
納
入
期
限
：

５
月
29
日
㈮
）

■
日
本
神
話
講
座　
年
間
受
講
生

　
日
本
書
紀
の
「
神
代
篇
」
を
読
み
ま

す
。

開
催
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

５
月
13
日
・
27
日
、
６
月
17
日
、
７
月

８
日
・
22
日
、
９
月
16
日
・
30
日
、
10

月
28
日
、
11
月
11
日
・
25
日
、
12
月
９

日
、
来
年
１
月
20
日
、
２
月
３
日
・
17

日
、
３
月
９
日
（
全
15
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
１
，
５
０
０
円
（
年
額
）

申
込　
４
月
２
日
㈭
以
降
に
受
講
料
を

持
参
し
事
務
室
へ
（
各
回
の
募
集
は
あ

り
ま
せ
ん
）

歴
　
史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

◦
５
月
４
日
㈷
…
午
前
10
時
〜
「
子
ど

も
民
謡
フ
ェ
ス
タ
＆
民
謡
」「
紙
芝
居
」、

午
後
２
時
〜
「
尺
八
と
琴
」

◦
５
月
５
日
㈷
…
午
前
10
時
～
「
鳴
子

踊
り
」、
午
後
２
時
～
「
オ
カ
リ
ナ
コ

ン
サ
ー
ト
」
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歴
　
史

福
　
祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３
・
３
５
３
０

　
子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　
※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
子
育
て
支
援
課
、
交

流
会
会
場
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ
月
健

康
診
査
会
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
サ
ー
ビ
ス
提

供
会
員
と
の
面
談
を
希
望
す
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
２・
４
の
日
曜
日
、
午
前
10

～
正
午
に
事
務
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
平
日
に
来
れ
な
い
人
は
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
診
療
所
へ
の
送
迎
・
同
伴
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
お
困
り
の
際
は
電
話

（
☎
０
９
０・７
１
０
５・４
１
３
５
）
し

て
く
だ
さ
い
。

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
楽
し
も
う
」

　
利
用
会
員
と
提
供
会
員
の
交
流
会
で

す
。
会
員
以
外
の
参
加
も
大
歓
迎
。

日
時　

４
月
16
日
㈭ 

午
前
10
時
～
正

午
（
公
演
：
午
前
11
時
〜
）

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

多
目

的
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

参
加
費　
２
０
０
円
（
会
員
無
料
・
当

日
入
会
可
）　
※
申
込
不
要

い
ず
れ
も

申
込
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am

m
a caffè

（
マ
ン
マ 

カ
フ
ェ
）

「SO
RRISO

 BEA
TO

」（
ソ
ッ
リ
ー

ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：
至
福
の
微
笑
）

　
楽
し
ん
で
子
育
て
！
子
ど
も
と
一
緒

の
参
加
可
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

歴　

史
（
つ
づ
き
）

■
産
後
の
身
体
を
整
え
る

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
外
へ
出
て
、
息

抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

同
じ
月
齢
の
子
ど
も
の
マ
マ
と
の
会

話
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】　
※
申
込
不
要

　
体
幹
・
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え

ま
す
。

開
催
日　
４
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮

講
師　
奥
野
美
恵
さ
ん
（
助
産
師
）

【
産
後
の
身
体
に
や
さ
し
い
ヨ
ガ
】

　
姿
勢
を
良
く
し
、体
調
を
整
え
ま
す
。

開
催
日　
４
月
24
日
㈮

講
師　
金
沢
久
美
子
さ
ん
（
助
産
師
）

各
種
歴
史

　
４
月
１
日
よ
り
、
つ
ば
さ
幼
稚
園
跡

に
移
転
し
ま
し
た
。

　

移
転
に
伴
い
、
４
月
10
日
ま
で
の

問
い
合
わ
せ
は
☎
０
９
０・７
１
０
５
・

４
１
３
５
へ

■
家
族
で
一
緒
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
日
頃
、
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
合
う
時
間

の
少
な
い
お
父
さ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体

を
や
さ
し
く
な
で
て
あ
げ
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
手
の
ひ
ら
の
ぬ
く
も

り
を
通
し
て
、親
子
の
絆
を
深
め
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
過
ご
す
時
間
を
楽
し
む

た
め
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
学
び
ま

せ
ん
か
？

日
時　
４
月
11
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象　

３
ヵ
月
〜
10
ヵ
月
前
後
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

定
員　
10
組
（
先
着
順
）

講
師　
北
川
浩
美
さ
ん
（
小
児
タ
ッ
チ

ケ
ア
認
定
講
師
）

参
加
費　
７
０
０
円（
会
員
５
０
０
円
）、

■
泉
佐
野
市
民
大
学
講
座　
　

大
坂
夏
の
陣
４
０
０
周
年
記
念

〜
大
坂
夏
の
陣
・
樫
井
合
戦
に

想
い
を
は
せ
て
〜
（
全
３
回
）

　
今
年
は
、
１
６
１
５
（
慶
長
20
）
年
の

大
坂
夏
の
陣
か
ら
４
０
０
周
年
記
念
に

あ
た
り
ま
す
。
市
内
樫
井
付
近
で
も
合

戦
が
あ
り
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
講
師

が
戦
国
時
代
に
関
し
て
講
演
し
ま
す
。

日
時
・
内
容

◦
５
月
23
日
㈯ 

午
後
２
時
～
３
時
30

分
「
第
１
回 

大
坂
夏
の
陣
と
樫
井
合

戦
」
宮
本
裕
次
さ
ん
（
大
阪
城
天
守
閣 

研
究
副
主
幹
）　

◦
５
月
30
日
㈯ 

午
後
２
時
～
３
時
30

分
「
第
２
回 

戦
国
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー 

鉄
砲
」
澤
田　
平
さ
ん
（
な
ん
で

も
鑑
定
団
鑑
定
士 

鉄
砲
・
和
時
計
担
当
）

◦
６
月
６
日
㈯ 

午
後
２
時
～
３
時
30

分
「
第
３
回 

戦
国
・
桃
山
文
化
の
華 

茶
の
湯
」
降
矢
哲
男
さ
ん(

京
都
国
立

博
物
館 

研
究
員)　

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　
80
人
（
先
着
順
）

資
料
代　
３
０
０
円
（
全
回
分
）

申
込
・
問
合
先　
４
月
８
日
㈬
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
生
涯
学
習
課
（
☎
４
６

９・７
１
２
０ 

Fax
４
６
９・７
１
２
１
）
へ

で
、
な
ご
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
子
育
て
の
情
報
も
提
供
し
ま
す
。

日
時　

４
月
10
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

料
理
室
・
和
室

対
象　
妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

持
ち
物　
弁
当
（
必
要
な
人
）

参
加
費　
２
０
０
円（
会
員
１
０
０
円・

当
日
入
会
可
）

※
申
込
不
要

申
込　
４
月
13
日
㈪
以
降
に
電
話
で

※
参
加
者
５
人
以
上
で
開
催

い
ず
れ
も

時
間　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象　
産
後
１
ヵ
月
以
降
の
母
親

（
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
受
講
可
）

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
３
０
０
円
（
会
員
１
０
０

円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗

拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

文
化
・
教
養

健
　
康

相
　
談

そ
の
他

家
族
２
人
で
１
，
０
０
０
円(

会
員
８
０

０
円)

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト

申
込　
４
月
６
日
㈪
以
降
に
電
話
で

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
大
き
な
板
の

上
に
絵
人
形
を
貼
っ
た
り
、
剥
が

し
た
り
、
し
な
が
ら
話
を
展
開
す

る
人
形
劇
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福
　
祉

文
化
・
教
養

健
　
康

歴
　
史

相
　
談

そ
の
他

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
泉
佐
野
市
断
酒
会

創
立
40
周
年
記
念
大
会

〜
断
酒
は
仲
間
と
と
も
に
〜

日
時　
５
月
10
日
㈰

　
　
　
正
午
～
午
後
４
時

場
所　
エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

内
容　

記
念
講
演　
「
一
人
で
も
多
く

の
酒
害
者
を
救
う
た
め
に
」
和
気
浩
三

さ
ん
（
医
療
法
人
和
気
会 

新
生
会
病

院 

院
長)

主
催　
泉
佐
野
市
断
酒
会

後
援　
泉
佐
野
市
、
泉
佐
野
保
健
所

問
合
先　
障
害
福
祉
総
務
課

■
子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

は
じ
め
よ
う
「
片
付
け
育
」
～
子
ど
も

と
い
っ
し
ょ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

　
片
づ
け
ら
れ
る
子
ど
も
、
片
づ
け
を

教
え
ら
れ
る
大
人
に
な
る
方
法
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
25
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■
プ
レ
イ
パ
ー
ク
（
春
の
巻
）

　
子
ど
も
自
ら
が
遊
び
を
つ
く
る
遊
び

場
で
す
。
の
び
の
び
と
、
思
い
切
り
遊

べ
る
よ
う
に
禁
止
事
項
を
な
く
し
、「
自

分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　
４
月
25
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
～

午
後
３
時　
※
小
雨
決
行

場
所　
檀
波
羅
公
園
（
大
細
利
池
横
）

内
容　
竹
馬
、
コ
マ
ま
わ
し
、
シ
ャ
ボ

ン
玉
、ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
び
、木
工
遊
び
、

■
認
知
症
カ
フ
ェ

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
ず
み
さ
の
」

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
市
民
や
専
門
職
が
互
い

に
交
流
で
き
る
茶
話
会
で
す
。

日
時　
4
月
24
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

3
階

対
象　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤

者問
合
先　
泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４・
２
９
７
７ 

Fax
４
６
２・５
４
０
０
）

※
申
込
不
要
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

日
時　
４
月
22
日
㈬

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階

問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

縄
跳
び
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
鬼
ご
っ
こ

な
ど

持
ち
物　
飲
み
物
、タ
オ
ル
、着
替
え
、

昼
食
な
ど
各
自
必
要
な
も
の

共
催　
泉
佐
野
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三
輪
車

問
合
先　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
４
６

９・７
１
２
０ 

Fax 
４
６
９・７
１
２
１
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

各
種
福
祉

■
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
講
座（
全
２
回
）

開
催
日
・
内
容　

◦
４
月
16
日
㈭
「
絵
本
入
門
講
座
」

◦
４
月
23
日
㈭
「
お
は
な
し
会
を
楽
し

も
う
」

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚

室対
象　
18
歳
以
上

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

講
師　
辻
村
千
良
子
さ
ん
（
児
童
読
書

活
動
指
導
講
師
）

申
込
・
問
合
先　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
e

メ
ー
ル
で
お
は
な
し
の
会
ル
ピ
ナ
ス（
山

階 

☎
０
９
０・
３
２
７
３・
５
８
４
６ 

Fax
４
６
５・３
７
９
６ e-m

ail yam
asi

na5846@
docom

o.ne.jp

）
へ

※
参
加
無
料
。
一
時
保
育
希
望
者
は
申

込
時
に

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

講
師　
鬼
海
有
希
子
さ
ん
（
ハ
ウ
ス
キ

ー
ピ
ン
グ
協
会
認
定
１
級
整
理
収
納
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
・
問
合
先　
４
月
３
日
㈮
以
降
に

電
話
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
９・７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
児
～

就
学
前
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

（
４
月
17
日
㈮
ま
で
）

■
愛
の
献
血

　
４
０
０
ml
献
血
限
定
で
す
。

日
時　
４
月
25
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野
（
協

力
：
泉
佐
野
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
泉
州
南
な
で
し
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
）

問
合
先　
障
害
福
祉
総
務
課
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そ
の
他

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
市 
手
話
奉
仕
員
・
点
訳
奉
仕
員

養
成
講
座

　
視
覚
・
聴
覚
・
言
語
障
害
者
の
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

【
手
話
奉
仕
員
（
入
門
・
基
礎
課
程
）】

開
催
日　
５
月
８
日
～
来
年
３
月
25
日

の
毎
週
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

時
間

（
昼
の
部
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
夜
の
部
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

内
容　
基
本
的
な
手
話
・
指
文
字
か
ら

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
手
話
ま
で

定
員　
各
20
人

テ
キ
ス
ト
代　
３
，
２
４
０
円

　【
点
訳
奉
仕
員
】

日
時　
５
月
11
日
～
10
月
５
日
の
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

内
容　
点
訳
技
術
の
理
論
と
実
技
、
視

覚
障
害
者
の
福
祉
の
概
要

定
員　
20
人

テ
キ
ス
ト
代　
１
，
０
8
０
円

　
い
ず
れ
も

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

申
込
・
問
合
先　
４
月
20
日
㈪
ま
で
に

障
害
福
祉
総
務
課
へ
（
点
訳
奉
仕
員
は

申
込
時
に
テ
キ
ス
ト
代
持
参
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
創

立
10
周
年
記
念
ツ
ア
ー

第
６
回
「
食
」
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

〜
地
場
新
鮮
農
産
品
を
見
て・買
っ
て
、

「
ミ
ニ
機
関
車
」
で
遊
ぼ
う
〜

　

泉
佐
野
の
地
場
農
産
品
直
売
所

（
こ
ー
た
り
～
な
）
で
新
鮮
な
野
菜
の

試
食
と
お
買
い
物
を
楽
し
み
、
檀
波
羅

公
園
で
ミ
ニ
機
関
車
に
乗
り
放
題
。
子

ど
も
と
の
休
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
に
は
泉
佐
野
名
品
「
タ
マ
ネ

ギ
ス
ナ
ッ
ク
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
ご
ろ　
※
雨
天
中
止

集
合
・
解
散
場
所　
Ｊ
Ｒ
「
日
根
野
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
―
地
場
産
品
直
売
所

（
こ
ー
た
り
～
な
）

―
歴
史
館
い
ず
み

さ
の
―
大
細
利
池

―
檀
波
羅
公
園（
ミ

ニ
機
関
車
で
遊
ぶ
）

―
解
散
（
約
３
㎞
）

定
員

１
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
小
学
生
以
下

１
０
０
円
）

持
ち
物　
弁
当
、
飲
物
、
敷
物
な
ど

申
込
・
問
合
先　
午
前
10
時
～
午
後
４

時
に
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
☎
４
５
８・３
９
０
１ 

Fax
４
１
５・１
４

２
７ e-m

ail sanonoeem
on@

rink
u.zaq.ne.jp

）
へ

※
当
日
の
催
行
確
認
は
午
前
７
時
以
降

に
☎
０
８
０・
３
８
５
５・
３
９
０
１
へ

■
泉
佐
野
丘
陵
緑
地パ

ー
ク
ク
ラ
ブ
活
動

｢

竹
林
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

～
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
楽
し
ん
で

公
園
を
つ
く
ろ
う
〜

　
公
園
整
備
の
一
環
と
し
て
、
タ
ケ
ノ

コ
堀
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
公
園
の
見

ど
こ
ろ
散
策
や
清
掃
活
動
を
行
い
ま

す
。

日
時　

４
月
18
日
㈯ 

午
前
９
時
45
分

〜
午
後
２
時
ご
ろ

※
雨
天
の
場
合
４
月
19
日
㈰
に
順
延

（
前
日
の
午
後
1
時
に
決
定
。
４
月

18・19
日
両
日
と
も
雨
の
場
合
は
中
止
）

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上

之
郷
）

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
要
保

護
者
同
伴
）

定
員　
50
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　
３
０
０
円
（
豚
汁
付
き
）

持
ち
物　
お
弁
当
、
飲
み
物
、
軍
手

※
服
装
は
作
業
の
で
き
る
も
の
で
、
靴

は
運
動
靴
ま
た
は
長
靴
で

申
込
・
問
合
先　
４
月
７
日
㈫
～
10
日

㈮
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
に
泉

佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
７・
２
４
９
１
）へ
電
話
で
。
キ
ャ

ン
セ
ル
は
４
月

15
日
㈬
ま
で

■
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
58
周
年
記
念
行
事

　
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

日
時　

４
月
19
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午

後
３
時
（
予
定
）

※
荒
天
時
は
、
一
部
行
事
を
中
止
ま
た

は
変
更
す
る
場
合
あ
り

内
容　
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
装
備
品

展
示
、
体
験
試
乗
、
音
楽・太
鼓
演
奏
、

子
ど
も
広
場
な
ど

場
所
・
問
合
先　

陸
上
自
衛
隊 

信
太

山
駐
屯
地
（
和
泉
市
伯
太
町
官
有
地 

☎
０
７
２
５・
４
１・
０
０
９
０
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
一
般
来
場

者
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
来
場

に
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。（
Ｊ
Ｒ
「
信
太
山
」
駅
よ
り
徒

歩
15
分
）

■
大
阪
観
光
大
学 

公
開
講
座

「
タ
イ
北
部
の
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」

～
定
年
後
の
新
た
な
過
ご
し
方
を

考
え
る
〜

日
時　
４
月
18
日
㈯ 

午
後
1
時
～

場
所　
大
阪
観
光
大
学　
大
講
義
室

問
合
先　

大
阪
観
光
大
学 

観
光
学
研

究
所
事
務
局
（
熊
取
町
大
久
保
南
５
丁

目
３
番
１
号 

☎
４
５
３・
８
２
２
２
）

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

福
　
祉

文
化
・
教
養

健
　
康

相
　
談

歴
　
史

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM 総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広
　
告
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このマークがついている画像は、スマー
トフォンなどのアプリをインストールす
ることで、動画も見ることができます。
※動画を見るには、右記のQRコードよ
り市のホームページにアクセスし、AR

（拡張現実）技術を使った無料アプリ
「Aurasma」をダウンロードしてください。
（ ア ド レ ス ）http://www.city.izumisano.
lg.jp/shiho/AR.html

このQRコードからもアクセスできます▶

泉佐野市少年少女合唱団があみんと共演
　　　2月21日㈯、エブノ泉の森大ホールにおいて「宝
くじまちの音楽会 岡村孝子＆あみん ～未来へのメッ
セージ～」が開催され、今も世代を超え親しまれる曲
の数々に、たくさんの人が癒されました。泉佐野市少
年少女合唱団との共演コーナーもあり、舞台上で合唱
団の子どもたちと素敵なハーモニーを響かせていまし
た。

外国人招聘ランナーが市役所を表敬
　　　2月16日㈪、泉州国際市民マラソンに出場した
本市の友好都市ランナーが市役所を表敬訪問してくれ
ました。今年は友好都市であるオーストラリアのサン
シャインコースト市からキャメロン・ビネットさん

（右）、リサ・ローズ・クラウザーさん（右から2番目）、
モンゴル国トゥブ県からエルデネーモンフ・ボルフー
さん（左）を招待し、素晴らしいタイムで完走されま
した。

二胡と中国四川省の伝統芸能の上演
　　　2月22日㈰、レイクアルスタープラザ・カワサ
キ生涯学習センターにおいて、中国の旧正月の時期に
合わせ、二胡演奏と中国伝統芸能の川劇「変面」が上
演されました。世界無形文化遺産にも指定されている

「変面」の早変わりには、たくさんの人が驚いていま
した。

泉州国際市民マラソンが開催されました
　　　2月15日㈰、第22回 泉州国際市民マラソン大
会のゴール会場であるりんくう公園周辺では、泉州9
市4町による「物産展横丁」やトークショー、じゃん
けん大会や豪華な賞品の当たる大抽選会が
開催され、たくさんの人で賑わっていまし
た。

日本体育大学とスポーツ振興協定を締結
　　　2月12日㈭、学校法人日本体育大学と「体育・
スポーツの振興に関する協定書」の調印式を行い、松
浪健四郎理事長はじめ、関係各位にご出席いただきま
した。日本体育大学が地方自治体と協定を結ぶのは全
国4番目で、今後は大学の施設を利用しての交流事業
など、相互協力を進める予定です。

AR
動画

AR
動画

いずみさのフォトニュース
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第5回泉州ひなまつりでスタンプラリー
　　　2月14日㈯〜3月10日㈫に、各家庭で大切に保
存されていた「ひな人形」が泉佐野ふるさと町屋館や
ホテルなど全12ヵ所の会場で展示される「第5回 泉州
ひなまつり」が開催されました。各会場を
まわるスタンプラリーに参加した子どもた
ちは、記念品をもらって喜んでいました。

クラブ発表会で日ごろの成果を披露
　　　3月7日㈯・8日㈰の2日間、レイクアルスター
プラザ・カワサキ生涯学習センターにおいて、公民館
のクラブ発表会の「発表の部」が行われました。生涯
学習センター・佐野公民館・長南公民館で
活動している多くのクラブ生が参加し、日
ごろの成果を披露しました。

ゑぇじゃないか祭り実行委員会が寄附
　　　全国から参加者が集い、りんくうタウンなどが
賑わう「泉州YOSAKOI ゑぇじゃないか祭り」の実行
委員会が3月3日㈫に市役所を訪問し、昨年に開催され
た「第11回 ゑぇじゃないか祭り」の来場者などから
寄せられた浄財15万円を、本市の災害対策のためにご
寄付いただきました。

中央ライオンズクラブが卓球台などを寄贈
　　　泉佐野中央ライオンズクラブから平成26年度事
業として、教育委員会に対し、卓球台1台、ワンタッ
チタープ（簡易テント）5張、薬物乱用防止教育用
DVDを18枚、WISCⅣ知能検査キット一式を寄贈し
ていただきました。

本市出身の自衛隊入隊者が表敬
　　　本市から自衛隊への入隊予定者の代表として、
森脇康太さん、東　洸慈さん、岸上　玄さんの3人が
表敬訪問し、市長から激励の言葉をいただきました。

モンゴル出身力士 時天空関と朝赤龍関が表敬
　　　3月5日㈭、大阪市内で開催される大相撲春場所
を前に、時天空関（時津風部屋）と朝赤龍関（高砂部屋）
が市役所を表敬訪問してくれました。お二人は、本市
と友好交流を行っているモンゴル国トゥブ県とゆかり
があり、「泉佐野市からも力士が育ってほしい」と話
してくれました。

AR
動画

AR
動画

いずみさのフォトニュース

広報いずみさの 平成27年4月号27



「いずみの森」ボランティア
～里山の自然の中で、一緒に心地
よい汗を流してみませんか？～
　稲倉青少年野外活動センターと
稲倉池の周りに広がる森林「い
ずみの森」で、里山の保全や整
備活動に参加してみませんか。
活動日　毎月第2・3木曜日、第
4土曜日（8月は除く）
問合先　（公社）大阪みどりのトラ
スト協会（☎06-6614-6688 e-m
ail midori@ogtrust.jp）
※詳しくはいずみの森ボランティ
アの会ホームページ（http://izu
minomori7.web.fc2.com/）を
ご覧になるか、問い合わせてく
ださい。

JICA ボランティア
　技術や経験を生かし、開発途
上国の人々と共に生活し、相互
理解を図りながら行う海外での
ボランティアです。事業主体は、
国際協力機構（JICA）が実施す
る政府事業です。
応募資格
◦青年海外協力隊…20〜39歳
の日本国籍を有する人
◦シニア海外ボランティア…40
〜69歳の日本国籍を有する人
申込・問合先　4月1日㈬〜5月
11日㈪（消印有効）に独立行政
法人国際協力機構 JICA関西国
際センター (☎078-261-0352）
へ
※申込方法など、詳しくはJICA
ホームページ（http://www.jic
a.go.jp/）をご覧ください。

泉佐野緑の少年団 団員
　緑を愛し・守り・育てること
で健全な心身を養い、互いに力
を合わせて社会貢献活動をする

「泉佐野緑の少年団」にぜひ参加
してください。
主な活動　地域でのボランティア
活動、植樹などの緑化活動
対象　市内在住の小学4〜6年生
申込・問合先　泉佐野緑の少年団
事務局（農林水産課内）

歴史館いずみさの
活動協力員（ボランティア）
　歴史館の活動をともに支えて
くれる人を募集します。
活動期間　4月～来年3月
※活動日は登録時にお知らせしま
す。
主な活動
◦民具・写真など館蔵資料の整
理と写真撮影
◦古文書の整理調査
◦特別展・企画展の設営・展示
替え など

青年国際交流事業に
参加しませんか

　内閣府では、日本と世界各国
の青年との交流を通して、相互
理解と友好を深め、広い国際的
視野とリーダーシップを身に付
けた次代を担うにふさわしい青
年を育成するため、青年国際交
流事業を実施しています。
　日本代表青年として各国の選
抜された青年と研修・交流を行
い、自分を成長させてみませんか。
募集中の事業
◦東南アジア青年の船
◦国際青年育成交流
◦日本・韓国青年親善交流
◦次世代グローバルリーダー育
成事業
◦青年社会活動コアリーダー育
成プログラム
問合先
◦内閣府 青年国際交流担当

（☎03-6257-1434）
◦府 青少年課 健全育成グループ

（☎06-6941-0351）
※詳しくはホームページ（http:
//www.cao.go.jp/koryu/） を
ご覧になるか、問い合わせてく
ださい。

国税専門官
受験資格　
◦昭和60年4月2日～平成6年4
月1日生まれの人
◦平成6年4月2日以降生まれで
次のいずれかに該当する人
①大学を卒業した人および平成
28年3月までに大学を卒業する
見込の人
②人事院が①と同等の資格があ
ると認める人

【第1次試験】
◦試験日　6月7日㈰
◦合格発表日　6月30日㈫

【第２次試験】
◦試験日　7月14日㈫〜22日㈬
◦合格発表日　8月25日㈫
申込　4月1日㈬〜13日㈪にホー
ムページ（http://www.jinji-shik
en.go.jp/juken.html）で
問合先　
大阪国税局人事第二課試験係（☎ 
06-6941-5331）、 泉 佐 野 税 務
署 総務課（☎462-3471）
※詳しくは国税庁ホームページ
(http://www.nta.go.jp/）をご覧
ください。

▲古い書物を整理

▲間伐体験

航空管制官
募集職種　航空管制官
受験資格　昭和60年4月2日〜平
成6年4月1日生まれの人
申込　4月1日㈬〜13日㈪にイン
ターネット（http://www.jinji-sh
iken.go.jp/juken.html）で
問合先　国土交通省航空保安大
学校（☎458-3913）
※詳しくはホームページ（http://
www.cab.mlit.go.jp/asc/）をご
覧ください。

申込・問合先　4月2日㈭以降に
レイクアルスタープラザ・カワ
サキ歴史館いずみさの（☎469-
7140 Fax469-7141）へ

採用・募集
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泉佐野市社会福祉協議会
職員・非常勤職員

【①職員】
業務内容　地域包括支援センター
での総合相談業務など
受験資格　昭和44年4月2日以降
に生まれ、主任介護支援専門員資
格および普通運転免許を有する人

【②職員】
業務内容　社会福祉協議会での
業務全般
受験資格　昭和55年4月2日以降
に生まれ、社会福祉士資格および
普通運転免許を有する人

【③非常勤職員】
業務内容　相談支援業務など
受験資格　社会福祉士または精
神保健福祉士の資格を有し、相
談支援の実務経験が5年以上あ
り、普通運転免許を有する人

いずれも
採用予定人数　1人
試験日　
◦1次…4月20日㈪
※①②は筆記・作文、③は作文・
面接
◦2次（面接）…4月27日㈪
※①②の１次試験合格者のみ
採用予定日　5月1日以降
申込・問合先　4月1日㈬〜15日㈬

（土・日曜日除く）の午前9時～午
後5時に社会福祉協議会（☎464-
2259）へ
※募集要項はホームページ（http:
//www.sensyu.ne.jp/shakyo-s/)
からダウンロードもできます。

国勢調査 統計調査員
　10月1日現在で、国勢調査が
実施されることに伴い、統計調
査員として活動する人を募集し
ます。
資格　20歳以上で税務・警察・
選挙などに直接関係がなく、調
査時に知り得た秘密を厳守でき
る人
内容　事務説明会への出席、担
当地域の確認、調査票の配布・
回収など
報酬　国の基準に基づく
申込・問合先　申込用紙または
市販の履歴書に住所、氏名、生
年月日、電話番号、調査経験な
どを記入のうえ郵送または持参
で、〠598-8550 泉佐野市役所 
政策推進課へ　
※申込用紙は政策推進課にあり
ます。また、申込多数の場合は
調査を依頼できないことがあり
ます。

泉佐野市
地域福祉推進審議会委員
　地域福祉の推進に関する施策に
ついての重要事項を調査審議して
いただく委員を募集します。
応募資格　平成7年4月1日以前
に生まれた市内在住・在勤者
※国および地方公共団体の議会
の議員、本市職員および市立小・
中学校に勤務する職員を除く
募集人数　4人
任期　７月1日（予定）から３年間
申込・問合先　5月15日㈮（当日
消印有効）までに「地域の福祉に
ついて考えること」を課題とした
作文（800字程度・書式自由）に
住所、氏名、生年月日、電話番号
を記入し郵送、メール、または持
参で、〠598-8550 泉佐野市役
所 障害福祉総務課（shoufuku@
city.izumisano.lg.jp）へ
※選考結果は6月中旬ごろまで
に通知します。採用された場合
は、泉佐野市社会福祉協議会の
地域福祉活動計画推進委員会委
員を兼務していただきます。

りんくう総合医療センター
大阪府泉州救命救急センター

職員
募集職種　看護助手
採用予定人数　3人
受験資格　資格や経験は問いま
せん。
※夜間勤務が可能な人歓迎
申込・問合先　電話で連絡のうえ、
履歴書（写真貼付）を持参または
郵送で、りんくう総合医療センタ
ー総務課（☎469-3111 Fax469-
7929）へ
※詳しくはホームページ（http://
www.rgmc.izumisano.osaka.jp/）
をご覧ください。

市民交流センター
運営審議会委員

　市民交流センター運営の重要
事項を調査・審議していただく
委員を募集します。
募集人数　２人
応募資格　平成7年4月1日以前
に生まれ、人権問題に関心があ
る市内在住・在勤・在学者
※国および地方公共団体の議会
の議員、市職員、本施設の指定
管理者（職員）および市立小・
中学校に勤務する職員除く
任期　7月1日から２年間
申込・問合先　4月6日㈪〜24日
㈮（消印有効）に所定の用紙に
必要事項を記入し、「私が一番関
心のある人権課題について」を

テーマにした作文（800字程度・
書式自由）を添えて郵送、eメー
ルまたは持参で〠598-8550 泉
佐野市役所 人権推進課（jinken@
city.izumisano.lg.jp）へ
※所定の用紙は人権推進課にあ
ります。また、ホームページ（http:
//www.city.izumisano.lg.jp/ka
kuka/koushitsu/jinken/）からダ
ウンロードもできます。
選考・発表　小論文を審査し、
5月中に結果を通知します。

採用・募集
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パートナー企業
　ふるさと納税制度による本市への寄附の促進と地元
特産品などのPR、販売促進および地元企業の活性化な
どの相乗効果を図るため、寄附者にお礼の品として進
呈する商品やサービスを提供していただける企業を募
集します。
　募集するお礼品は、泉佐野の魅力ある特産品、ある
いは泉佐野を「体感できる」、「懐かしんで頂ける」商
品および泉佐野のPRにつながる商品です。お礼品の代
金は、市が一定額を負担します。
　詳しくは募集要領などをご覧ください。
　募集要領などは4月1日㈬〜30日㈭に、市役所へ直
接取りに来られるか市ホームページからもダウンロー
ドできます。
申込・問合先　4月30日㈭までに直接、政策推進課へ

「ふるさと納税」応援
ICSカード協賛店

　ふるさと納税による寄附
の促進と地元企業の活性化
との相乗効果を目的とし
て、ふるさと納税をした人
にICS（泉佐野シティセー
ルス）カードを発行してい
ます。
　ICSカードは、本市に一定額をふるさと納税した
人に発行しています。（現在約7,000人）カード提
示により商品の割引などの特典が受けられます。
　今回、この特典を提供いただける店舗・施設（協
賛店）を募集します。
　特典は、商品の割引、粗品の提供、ポイントの加
算など、利用者にお得感を与えることのできるもの
なら何でも結構です。詳しくは募集要領をご覧くだ
さい。
　募集要領は、市役所へ直接取りに来られるか、市
ホームページからもダウンロードできます。
申込・問合先　政策推進課

わがまち「いずみさの」の活性化にご協力ください
～ふるさと納税～

泉佐野市
シティセールスカードiCS

No.　2310
氏名　古里 おさむ

泉佐野市長　千代松 大耕 

「我が家のお宝大公開」展示品
　昨年に引き続き「我が家のお宝大公開」と題する展
示会を開催いたします。この機会に、みなさんのお宅
にある「我が家のお宝」を展示してみませんか。特に
貴重な文化財でなくても、「我が家のお宝」をお持ち
で、一般公開を希望する人は、ぜひご応募ください。
募集期間　4月7日㈫〜5月29日㈮（消印有効）
展示期間　6月6日㈯〜8月2日㈰
展示場所・問合先　レイクアルスタープラザ・カワサ
キ歴史館いずみさの（☎469-7140）
※詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項は、レ
イクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさのの
窓口で配布しています。また市のホームページからも
ダウンロードできます。

ジュニアリーダー 54期生
　養成講習会(全7日間)を受講し、あなたもジュ
ニアリーダーとして活動してみませんか。
日時　5月17日㈰、6月14日㈰、7月11日㈯・12
日㈰、8月3日㈪・22日㈯・23日㈰ 午前9時～
場所　市役所および稲倉青少年野外活動センター
ほか
内容　講義・実技・宿泊(夜間研修あり)・班活動
を通じ、リーダーとしての技術を身につける
対象　市内在住の中学1・2年生
定員　15人（先着順）
講師　泉佐野市ジュニアリーダークラブ
受講料　1,850円（資料代および保険代）
申込　4月20日㈪〜5月7日㈭に各中学校、生徒
指導の先生に申し込んでください。私立中学校の
場合は青少年課に問い合わせてください。
問合先　青少年課（☎469-1106）

▲昨年度の展示品（掛け軸）
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM 総合企画（☎ 072-242-7997）へ

くらしの情報掲示板

ご加入ください
市勤労者福祉共済サービスセンター

　市勤労者福祉共済とは、市内の中小企業の従業員
と事業主に、市が福利厚生を援助する制度で、会員
数は約720人です。
　市がセンター運営の事務費などを負担するほか、
国と府の援助もあり、会員のみなさんからの会費は、
すべて福利厚生、給付などの事業として還元されて
います。
事業内容

【給付】結婚祝、出産祝　など
【健康】人間ドック補助、健康講座　など
【福利厚生】映画券・入浴券の割引販売、宿泊施設の
割引、阪神甲子園球場・オリックスバファローズの
プロ野球入場券、東京ディズニーリゾート入場割引
など

【文化】ビジネスマナー教室、テーブルマナー・料理・ガー
デニング教室  など
※会報「風」を毎月発行
加入できる人
◦事業所加入…市内の会社・商店などの従業員（パー
ト・アルバイト含む）と事業主
◦個人加入…勤労する市内在住者、市内在勤者
入会金　500円
会費（月額）　800円
※原則として、事業主は従業員の会費を1/2以上負
担
申込・問合先　泉佐野市勤労者福祉共済サービスセ
ンター（まちの活性課内 ☎469-3131）
※詳しくはホームページ（http://www.city.izumisano.
lg.jp/section/kankou/kinpuku/）をご覧ください。
　連絡いただければ、事業内容・加入手続きの説明
に伺います。

おおさか地域創造ファンド
～平成27年度 泉南地域支援事業助成金～

　官民連携で設置した基金の運用益を活用し、地域
の活性化を図る事業です。
　技術や人材・歴史・伝統など地域の資源を活用し
た新しい事業にチャレンジする中小企業者などに、
事業の立ち上げ経費の一部助成など、事業化を支援
します。
　また、公募についての説明会を開催しますので、
応募を検討されている人はご参加ください。
公募要領の配布期間　4月1日㈬〜5月20日㈬
受付期間　5月11日㈪〜20日㈬（土・日曜日除く） 
　　　　　午前9時～午後5時

【説明会（予約制）】
日時　4月10日㈮ 午後2時〜4時
場所　泉佐野商工会議所
資料配布・申込・問合先
泉南地域活性化推進協議会事務局（岸和田商工会
議所内 岸和田市別所町3丁目13-26 ☎439-5023 
e-mail:kcci@kishiwada-cci.or.jp ホームページ htt
p://www.kishiwada-cci.or.jp/）

老人福祉農園利用者
　四季の野菜づくりをとおして高齢者の生きがいを
高め、健康と相互の親睦を図る老人福祉農園の利用
者を募集します。
募集農園　安松農園（南中安松）
区画数　約100区画
※1区画10㎡程度（約3坪）
対象　市内在住の60歳以上で耕作ができる人
利用開始時期　4月下旬（予定）
申込・問合先　4月1日㈬〜10日㈮に印鑑を持参し高齢
介護課へ
抽選会　4月28日㈫ 午後2時～ 中消防署（市役所向
かい）4階 会議室で

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（2月受付分）

◦10万円…人生道場
◦1,700円…朝日新聞サービスアンカー ASA熊取佐
野東

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM 総合企画（☎ 072-242-7997）へ
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　2月分 約2,770ｔ（前年同月比 －2.88％）

泉佐野市の人のうごき
2月末日現在（前月比）

○ 市内人口　101,198人（－85人）
○ 男　　　　  48,879人（－44人）
○ 女　　　　  52,319人（－41人）
○ 世帯数　　  44,621世帯（+13世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.36㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

◦掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
◦広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

4月19日㈰～ 29日㈷　犬鳴山温泉まつり
　犬鳴山七宝滝寺の行事のほか、マスの放流も行います。

（釣り竿やエサは各自ご用意ください。）
【マスの放流】　※申込不要、参加無料
　日時　4月19日㈰ ①午前11時 ②午後1時
　※雨天・増水時は中止
　場所　犬鳴大橋上流（有料駐車場あり）
　問合先　泉佐野市観光協会（まちの活性課内）
　　　　　（☎469-3131）
※駐車場の台数は限られていますので、なるべく公共交
通機関のご利用をお願いします。

日根神社まくら祭り
　長さ5メートルの青竹に25個ほどのまくら
をくくりつけ、肩に担って宮入をしたあと、
五社音頭を歌いながら日根野・上之郷・長滝
町内を練り歩くお祭です。
日時　5月5日㈷ 午前9時～
場所　日根神社
問合先　泉佐野市観光協会（まちの活性課内）

（☎469-3131）

「泉佐野じゃらん」を発行しました！
　泉佐野市観光協会では、ご当地じゃらん「泉佐野
じゃらん」（Ａ4版12ページ・フリーペーパー）を
発行しました。市内宿泊施設や公共施設などで配布
しています。
　海と山が近く、豊かな農水産物や府内唯一の温泉
郷など、市域のほとんどの
観光資源が30分圏内にお
さまる泉佐野市の、おすす
めルートやグルメ情報など
の魅力を満載していますの
で、ぜひご覧ください。
問合先　泉佐野市観光協会

（まちの活性課内）
（☎469-3131）

　　　　　　「イヌナキン」がバスの車内放送で
犬鳴山周辺観光施設を案内します！

　路線バス「犬鳴線」の観光施設の最寄り停留所付近にお
いて、泉佐野市の公式キャラクター「イヌナキン」が車内
放送で観光施設の案内をします。
　「イヌナキン」が話す機会は多くないことから、「イヌナ
キン」ファンのお客さまのみならず、犬鳴山への観光やお
出かけを兼ねて、ぜひバスをご利用ください。
期間　4月4日㈯〜6月28日㈰の土・日曜日、祝・休日
路線　南海ウイングバス南部 犬鳴線（泉佐野駅前～犬鳴山）
問合先
◦南海ウイングバス南部株式会社 総務部（☎467-0091）
◦まちの活性課（☎469-3131）※イヌナキンはバスには乗っていませ

んのであしからず！（音声のみです）
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